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鈴
木
文
治
と
大
正
勢
働
蓮
動
（
中
）

中

村

勝

範

　
友
愛
會
は
そ
の
綱
領
に
、
主
旨
漢
然
た
る
も
の
を
か
か
げ
た
が
、
將
來
の
目
的
は
や
が
て
健
全
な
る
勢
働
組
合
た
ら
ん
と
し
て
い
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
つ
た
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
「
吾
人
は
大
正
第
二
の
年
に
於
て
會
員
相
互
の
親
睦
は
勿
論
の
こ
と
同
業
者
相
協
力
し
て
友
愛
會
獲
展
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
）

原
動
力
と
な
り
、
近
ぎ
將
來
に
於
て
英
國
に
於
け
る
職
工
組
合
の
如
き
有
盆
な
る
團
艦
と
な
ら
ん
こ
と
を
期
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
」
と
あ
る

こ
と
に
よ
つ
て
も
う
か
が
い
知
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
友
愛
會
會
則
は
最
初
「
本
會
正
會
員
ノ
資
格
ハ
螢
働
者
二
限
ル
」
（
第
七
條
第
二
項
）
、
「
螢
働
者
以
外
ノ
者
ニ
シ
テ
本
會
二
同
情
ヲ
有
ス
ル
者
叉

ハ
特
殊
ノ
功
螢
ア
ル
者
ハ
賛
助
會
員
二
推
薦
ス
」
（
同
第
三
項
）
、
「
本
會
ハ
本
會
正
禽
員
以
外
ニ
シ
テ
學
識
名
望
ア
リ
且
ッ
本
會
二
特
殊
ノ
同
情
ヲ

有
ス
ル
人
々
ヲ
以
テ
本
會
ノ
顧
間
叉
ハ
評
議
員
二
推
薦
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
（
第
八
條
）
と
あ
つ
て
、
會
員
・
賛
助
會
員
・
顧
問
ま
た
は
評
議
員
の
構

　
　
　
　
　
　
　
（
註
2
）

成
を
規
定
し
て
い
た
。

　
し
か
し
こ
の
規
定
は
そ
の
後
、
第
七
條
第
二
項
は
「
本
會
員
の
資
格
は
勢
働
者
に
し
て
満
十
五
歳
以
上
σ
男
子
に
限
る
但
し
女
子
弊
働
者
を
以

　
　
　
鈴
木
丈
治
と
大
正
勢
働
蓮
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
　
　
　
　
（
二
二
九
）



　
　
　
鈴
木
丈
治
と
大
正
勢
働
蓮
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
　
　
　
（
一
四
〇
）

て
準
會
員
と
な
す
こ
と
を
得
」
と
か
わ
り
、
男
子
勢
働
者
を
正
會
員
に
、
女
子
螢
働
者
を
準
會
員
と
し
た
。
ま
た
同
條
第
三
項
も
多
少
改
め
ら
れ
、

勢
働
者
以
外
の
者
に
し
て
、
友
愛
會
に
同
情
を
有
し
「
且
つ
毎
月
金
二
十
鏡
以
上
の
維
持
會
費
を
寄
附
す
る
も
の
叉
は
本
會
に
特
殊
の
功
螢
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
3
）

も
の
」
が
賛
助
會
員
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。

　
友
愛
會
の
諸
集
會
に
出
席
し
、
襲
言
な
ら
び
に
投
票
の
構
利
を
有
す
る
も
の
は
正
會
員
の
み
で
あ
つ
て
、
顧
問
・
評
議
員
・
賛
助
會
員
は
諸
集

會
で
叢
言
の
権
利
は
も
つ
が
、
そ
の
議
決
に
加
わ
る
こ
と
は
で
き
な
か
つ
た
（
會
則
第
＋
條
）
。

　
會
長
に
は
鈴
木
文
治
が
え
ら
ば
れ
、
幹
事
に
岡
村
寅
次
郎
、
高
橋
秀
雄
、
伊
藤
友
吉
の
三
人
が
選
出
さ
れ
た
。
か
く
て
大
正
元
年
八
月
一
日
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
4
）

組
織
獲
會
し
た
友
愛
會
は
「
久
し
く
眠
れ
る
我
が
國
の
螢
働
界
に
勢
働
組
合
蓮
動
の
警
鐘
を
飢
打
し
た
」
の
で
あ
る
。

　
友
愛
會
の
獲
展
は
比
較
的
順
調
に
い
つ
た
、
と
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
明
治
時
代
の
勢
働
運
動
の
失
敗
と
、
し
か
も
長
年
中
絶
し
て
い
た
あ

と
に
お
こ
つ
た
黙
で
、
世
の
誤
解
を
う
け
、
あ
る
い
は
官
穫
お
よ
び
資
本
家
の
墜
迫
妨
害
を
こ
お
む
つ
た
こ
と
も
す
く
な
く
な
か
つ
た
。
す
な
わ

ち
、
多
分
に
穏
健
で
、
勢
資
協
調
的
な
友
愛
會
の
主
張
に
た
い
し
て
、
あ
る
者
は
、
友
愛
會
は
資
本
家
の
走
狗
で
あ
る
と
冷
笑
し
た
。
ま
た
友
愛

會
の
螢
働
組
合
的
要
素
に
た
い
し
て
は
官
権
・
資
本
家
の
あ
る
者
は
、
肚
會
主
義
者
の
別
働
隊
で
あ
る
と
曲
解
し
た
。
く
わ
う
る
に
勢
働
者
は
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
5
）

自
畳
で
、
螢
働
運
動
に
た
い
す
る
信
念
と
ぼ
し
く
、
多
く
は
夕
に
入
會
し
て
農
に
去
る
と
い
う
有
様
で
あ
つ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
困
難
な
時
代
で
あ
つ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
鈴
木
は
じ
め
幹
部
の
努
力
に
よ
つ
て
、
一
方
に
退
會
者
あ
い
つ
ぐ
と
共
に
、
他
方

に
響
の
聲
に
鷹
ず
る
ご
と
く
入
會
者
が
績
々
と
あ
ら
わ
れ
、
ま
た
各
地
に
支
部
が
誕
生
し
て
い
つ
た
。

　
い
ま
一
度
、
會
員
数
の
檜
加
に
つ
い
て
み
る
と
、
大
正
元
年
八
月
一
日
に
十
五
人
で
出
獲
し
た
友
愛
會
は
、
そ
の
年
の
暮
に
は
二
百
六
十
名
に

な
り
、
大
正
二
年
末
に
は
一
躍
し
て
正
會
員
二
干
四
十
五
名
、
準
會
員
百
十
九
名
を
算
し
、
さ
ら
に
大
正
三
年
七
月
一
日
に
は
正
會
員
三
千
七
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
6
）

三
名
、
準
會
員
二
百
十
二
名
の
多
数
に
達
し
た
。

　
ま
た
友
愛
會
支
部
に
つ
い
て
み
る
と
、
そ
の
さ
き
が
け
は
本
部
所
在
地
附
近
に
居
住
す
る
勢
働
者
に
よ
つ
て
組
織
さ
れ
た
城
南
支
部
で
あ
つ



た
。
二
年
五
月
に
は
川
崎
支
部
が
設
け
ら
れ
、
つ
づ
い
て
小
山
支
部
（
静
岡
縣
）
、
江
東
支
部
が
で
き
、
大
正
三
年
に
は
北
海
道
に
室
蘭
支
部
が
設

立
さ
れ
た
。
ま
た
東
京
市
内
お
よ
び
近
郊
に
は
数
ヵ
所
の
分
會
も
有
し
た
。

　
大
正
三
年
九
月
、
友
愛
會
は
協
議
禽
を
ひ
ら
き
、
e
會
費
の
値
上
、
ω
機
關
紙
『
友
愛
新
報
』
を
『
勢
働
及
産
業
』
と
改
題
す
る
事
、
日
會
則

の
改
正
等
を
決
定
し
、
こ
こ
に
ま
つ
た
く
會
の
礎
石
は
健
實
な
る
も
の
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
會
務
は
な
お
草
創
の
時
代
を
睨
せ
ず
、
本
部
に
は
法
律
顧
問
部
、
貯
金
部
、
辮
論
部
、
署
療
部
、
娯
樂
部
、
髄
育
部
等
を
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
7
）
　
（
註
8
）

た
が
、
勢
働
組
合
と
し
て
の
活
動
は
い
ま
だ
み
る
べ
き
も
の
が
な
か
つ
た
。

（
註
1
）
　
『
友
愛
新
報
』
第
三
號
に
主
張
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
山
縣
憲
一
『
職
工
組
合
論
』
（
大
正
四
年
一
月
、
東
京
費
丈
館
）
二
七
一
頁
よ
り
引
用
す
。
な
お

　
山
縣
憲
一
と
『
職
工
組
合
論
』
に
つ
い
て
鈴
木
は
『
勢
働
蓮
動
二
＋
年
』
（
昭
和
六
年
五
月
、
一
元
阯
）
に
次
の
如
く
記
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
當
時
（
中
村

　
註
“
友
愛
會
草
創
當
時
）
街
一
橋
高
商
專
攻
部
の
學
生
山
縣
憲
一
君
が
來
訪
さ
れ
た
。
同
君
は
同
專
攻
部
卒
業
論
文
に
「
勢
働
組
合
論
」
を
草
し
、
後
軍
行
本
と

　
し
て
公
刊
さ
れ
た
が
、
其
末
尾
に
於
て
、
漸
く
創
立
さ
れ
た
許
り
の
友
愛
會
に
就
て
い
と
も
親
切
な
紹
介
を
し
て
居
ら
れ
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
友
愛
會
を
世
間
に

　
公
に
紹
介
し
た
も
の
の
薦
矢
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
よ
り
山
縣
君
は
親
し
く
友
愛
會
の
本
部
に
出
入
し
て
、
我
等
の
最
も
よ
き
相
談
相
手
と
な
つ
て
く
れ
た
。
後
に
同

　
君
が
稗
戸
高
商
の
教
授
に
就
任
さ
れ
て
後
も
、
螢
働
組
合
に
封
す
る
態
度
に
愛
り
が
な
か
つ
た
。
惜
む
ら
く
は
此
少
肚
學
者
は
病
の
た
め
に
夫
折
し
た
」
（
八
O

　
頁
）
と
。

（
註
2
）
　
前
掲
『
勢
働
蓮
動
二
十
年
』
五
七
－
八
頁

（
註
3
）
　
前
揚
『
職
工
組
合
論
』
二
七
一
－
二
頁
。
な
お
、
こ
の
會
則
改
正
は
大
正
三
年
九
月
の
協
議
會
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
と
こ
ろ
で
『
勢
働
及
産
業
』
第
三
九
號
（
大
正
三
年
十
一
月
號
）
に
は
「
友
愛
會
と
は
何
ぞ
や
」
と
題
し
て
次
の
記
事
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
友
愛
會
は
日
本

　
勢
働
者
の
向
上
と
産
業
の
襲
達
と
を
期
す
る
勢
働
者
の
自
治
團
髄
な
り
。
目
本
全
國
の
勢
働
者
之
が
正
會
員
と
な
り
、
女
子
勢
働
者
之
が
準
會
員
と
な
り
、
而
し

　
て
肚
會
政
策
勢
働
問
題
に
熱
心
な
る
學
者
實
業
家
先
輩
を
顧
問
及
び
評
議
員
に
戴
き
、
一
般
同
情
者
を
賛
助
會
員
と
し
て
左
の
綱
領
に
從
い
、
著
々
健
實
な
る
運

　
動
を
行
い
つ
つ
あ
り
。

　
　
　
　
　
　
友
愛
會
綱
領
（
略
）

　
右
の
綱
領
を
賛
し
、
本
會
の
事
業
に
興
味
と
共
鳴
と
を
有
せ
ら
る
る
方
は
、
早
速
本
會
に
入
會
せ
ら
れ
て
此
の
蓮
動
に
参
加
せ
ら
れ
む
事
を
望
む
。
正
準
會
員
は

　
會
費
一
ヶ
月
金
拾
鏡
、
賛
助
會
員
は
廿
鏡
の
會
費
を
納
入
せ
ら
る
れ
ば
、
『
螢
働
及
産
業
』
を
無
代
に
て
受
く
る
の
他
、
種
々
の
便
宜
特
椹
を
有
す
。
規
則
書
は

　
　
　
鈴
木
丈
治
と
大
正
勢
働
蓮
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
　
　
　
（
一
四
一
）



　
　
鈴
木
丈
治
と
大
正
螢
働
蓮
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
　
　
　
（
一
四
二
）

申
込
次
第
御
邊
り
致
す
べ
き
も
、
便
宜
最
寄
の
支
部
又
は
分
會
へ
御
申
出
あ
る
も
可
な
り
」
と
。
か
よ
う
に
友
愛
會
に
は
勢
働
者
な
ら
ば
だ
れ
で
も
入
會
で
き
た

が
、
勢
働
者
で
な
い
も
の
は
ど
う
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
「
職
工
や
百
姓
で
な
く
と
も
自
分
は
働
く
人
間
で
あ
る
か
ら
廣
い
意
味
で
勢
働
者
だ
と
思
ふ
者
は
入
會

出
來
ま
す
。
又
さ
う
云
ふ
人
は
賛
助
會
員
に
な
つ
て
も
よ
ろ
し
い
」
（
『
勢
働
及
産
業
』
大
正
四
年
十
月
號
附
録
「
勢
働
新
聞
」
第
三
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
註
4
）

（
註
5
）

（
註
6
）

（
註
7
）

（
註
8
）
に
は
東
京
市
芝
三
田
四
國
町
の
芝
園
橋
際
な
る
惟
一
館
に
通
俗
講
話
會
を
開
き
諸
大
家
の
有
猛
な
る
演
説
、

無
料
。

『
勢
働
年
鑑
』
（
大
正
九
年
五
月
、
寳
學
館
）
二
四
五
頁

右
同
書
二
四
六
頁

前
揚
『
職
工
組
合
論
』
二
七
三
頁

右
同
書
二
七
二
－
三
頁

『
螢
働
及
産
業
』
第
三
九
號
に
は
「
種
々
な
る
組
織
と
事
業
」
と
い
う
小
記
事
に
次
の
如
く
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
毎
月
一
日
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飴
興
と
し
て
講
座
、
琶
琵
等
あ
り
。

其
他
本
會
に
は
法
律
顧
問
部
、
馨
療
部
、
人
事
相
談
部
、
貯
金
部
、
娯
樂
部
等
の
設
あ
り
、
會
員
の
利
便
幸
福
の
檜
進
に
努
む
」
と
。

十
五
日
の
雨
日

入
揚
は
何
時
も

二

　
友
愛
會
は
螢
働
組
合
と
し
て
の
活
動
の
上
で
は
、
ま
だ
み
る
べ
き
も
の
が
な
か
つ
た
が
、
大
正
の
初
年
に
生
じ
た
二
つ
の
孚
議
と
こ
れ
に
關
係

し
た
鈴
木
文
治
と
の
間
に
は
注
目
さ
れ
て
よ
い
も
の
が
あ
る
。

　
こ
の
二
つ
の
孚
議
と
は
、
日
本
蓄
昔
器
會
肚
と
東
京
モ
ス
リ
ン
紡
績
株
式
會
肚
の
そ
れ
で
あ
る
。
ま
ず
友
愛
會
創
立
後
い
ま
だ
一
年
な
ら
ず
し

て
ぶ
つ
か
つ
た
大
正
二
年
六
月
末
の
日
本
蓄
音
器
會
肚
（
紳
奈
川
縣
川
崎
）
の
孚
議
で
あ
る
。
こ
の
孚
議
は
鈴
木
の
努
力
に
よ
つ
て
職
工
側
の
勝
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
）

と
な
つ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
友
愛
會
の
焚
展
の
有
力
な
一
つ
の
フ
ァ
ク
タ
ー
に
な
つ
た
。

　
翌
大
正
三
年
六
月
に
は
東
京
モ
ス
リ
ン
紡
績
株
式
會
肚
の
孚
議
が
あ
つ
た
。
こ
の
雫
議
は
一
時
、
職
工
側
の
敗
北
と
な
つ
た
が
、
こ
の
と
き
職

工
側
の
幹
部
は
友
愛
禽
會
長
の
鈴
木
に
助
力
を
た
の
ん
だ
。
鈴
木
は
會
肚
に
た
い
し
て
熱
心
な
る
論
得
を
こ
こ
ろ
み
、
結
局
、
職
工
側
に
有
利
な

解
決
を
み
る
に
い
た
つ
た
。
「
こ
の
事
件
は
螢
働
者
に
團
結
の
必
要
を
感
ぜ
し
む
る
と
共
に
、
友
愛
會
の
存
在
を
廣
く
螢
働
大
衆
に
宣
傳
す
る
に
数



　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
2
）

果
が
あ
つ
た
」
の
で
あ
る
。

　
日
本
蓄
晋
器
會
肚
の
孚
議
と
い
い
、
東
京
モ
ス
リ
ソ
紡
績
株
式
會
肚
の
雫
議
と
い
つ
て
も
、
こ
れ
は
鈴
木
個
人
が
關
係
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、

決
し
て
友
愛
會
の
組
織
と
カ
と
を
動
員
し
て
た
た
か
い
と
つ
た
も
の
で
は
な
い
。
も
つ
と
も
「
友
愛
會
會
長
」
と
い
う
肩
書
に
お
い
て
螢
働
者
側

に
味
方
し
、
資
本
家
側
と
交
渉
し
た
黙
を
老
え
れ
ば
、
こ
れ
も
友
愛
禽
の
活
動
と
廣
く
考
え
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
争
議
を

お
こ
し
た
後
で
こ
れ
の
調
停
を
依
頼
さ
れ
た
り
、
職
工
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が
一
度
失
敗
し
て
か
ら
そ
れ
の
跡
仕
末
を
中
途
か
ら
も
ち
こ
ま
れ
て
引
受

け
た
の
は
鈴
木
で
あ
つ
て
、
友
愛
會
と
い
う
組
織
で
は
な
い
。

　
し
た
が
つ
て
こ
れ
の
調
停
に
乗
り
だ
し
た
鈴
木
に
は
、
友
愛
會
と
い
う
組
織
の
決
定
に
し
た
が
つ
て
行
動
し
た
と
い
う
黙
は
ほ
と
ん
ど
う
か
が

わ
れ
ず
、
鈴
木
の
個
人
的
な
信
條
と
感
情
に
よ
つ
て
動
い
て
い
た
と
い
え
る
。
た
と
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
資
本
に
よ
つ
て
経
螢
さ
れ
、
肚
長
支
配

人
、
正
副
工
場
長
等
こ
と
．
こ
と
く
ア
メ
リ
カ
人
を
も
つ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
日
本
蓄
晋
器
會
肚
の
行
爲
に
つ
い
て
、
「
こ
れ
は
普
通
の
日
本
人
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
3
）

に
見
る
螢
働
者
無
覗
の
仕
打
の
み
で
は
な
い
、
米
人
の
立
場
か
ら
（
中
略
）
日
本
人
を
無
覗
し
て
か
か
つ
て
ゐ
る
な
」
と
感
じ
、
「
若
き
日
本
人
の

血
潮
が
一
時
に
全
身
に
澱
り
走
つ
た
。
螢
働
蓮
動
の
最
初
の
小
手
調
べ
に
、
米
人
支
配
人
に
一
泡
吹
か
せ
ず
に
置
く
も
の
か
と
い
ふ
猛
烈
な
反
感

　
　
（
註
4
）

が
あ
つ
た
」
の
で
あ
る
。
ま
た
東
京
モ
ス
リ
ン
紡
績
株
式
會
肚
の
雫
議
に
救
援
に
の
り
だ
し
た
と
き
も
、
彼
は
「
問
題
は
可
な
り
悪
化
し
て
ゐ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
5
）

か
ら
、
私
の
審
力
も
ど
れ
丈
け
の
数
果
あ
る
か
は
分
ら
な
い
が
、
併
し
出
來
得
る
限
り
の
努
力
を
な
す
」
決
心
を
し
た
。

　
以
上
か
ら
知
れ
る
よ
う
に
鈴
木
は
た
し
か
に
「
友
愛
會
會
長
」
の
肩
書
で
身
を
挺
し
て
勢
資
間
の
調
停
に
當
つ
た
。
し
か
し
な
が
ら
彼
に
は
、

彼
の
も
て
る
組
織
の
力
を
動
員
し
て
資
本
主
義
陣
螢
と
封
抗
し
よ
う
と
い
う
よ
う
な
階
級
闘
孚
の
考
え
は
少
し
も
な
か
つ
た
。

　
友
愛
會
の
組
織
を
あ
げ
て
感
援
す
る
と
い
う
形
が
と
ら
れ
な
か
つ
た
の
は
、
一
つ
に
は
友
愛
會
會
員
が
激
増
し
た
と
は
い
え
、
二
千
名
、
三
千

名
と
い
う
會
員
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
か
つ
た
こ
と
が
ま
ず
老
え
ら
れ
る
。
第
二
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
雫
議
を
お
こ
し
た
そ

れ
ぞ
れ
の
禽
肚
に
は
友
愛
禽
支
部
と
い
う
も
の
が
い
ま
だ
存
在
し
な
か
つ
た
こ
と
で
あ
る
。
か
く
て
組
織
は
は
じ
め
か
ら
こ
れ
ら
の
雫
議
に
つ
か

　
　
　
鈴
木
丈
治
と
大
正
勢
働
蓮
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
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鈴
木
文
治
と
大
正
勢
働
蓮
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
　
　
　
（
一
四
四
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う
べ
く
も
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
彼
の
調
停
の
方
法
を
み
て
も
、
彼
は
友
愛
會
に
名
を
つ
ら
ね
て
い
る
顧
問
・
評
議
員
ま
た
は
友
愛
會
に
何
か
と
力
に
な
つ
て
い
る
人
々
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
6
）

あ
る
い
は
彼
の
友
人
等
の
カ
を
か
り
て
、
會
肚
側
と
鈴
木
と
の
間
に
た
つ
て
貰
う
手
段
に
出
た
。
ま
た
鈴
木
は
「
螢
働
孚
議
の
進
展
に
當
つ
て
一

番
困
る
の
は
警
察
の
横
槍
で
あ
る
、
（
中
略
）
迂
つ
か
り
す
る
と
資
本
家
と
の
戦
ひ
が
警
察
相
手
の
問
題
に
韓
化
す
る
恐
れ
も
あ
る
、
私
は
雫
議
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
7
）

経
過
に
つ
き
警
察
當
局
に
一
鷹
の
理
解
を
得
て
置
く
こ
と
は
、
戦
術
と
し
て
も
必
要
で
あ
る
と
考
へ
」
て
、
警
察
當
局
と
事
前
に
交
渉
し
、
理
解

を
も
と
め
た
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
は
今
日
か
ら
み
る
と
き
、
勢
働
組
合
の
運
動
と
し
て
は
意
外
の
観
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
で
あ
る
が
、
こ
の
時
代
に
あ
つ
て
は
身

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
8
）

を
挺
し
て
調
停
の
任
に
あ
た
る
鈴
木
の
し
ば
し
ば
の
成
功
は
ま
さ
に
適
當
な
る
庭
置
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
も
と
よ
り
、
こ
れ
を
も
つ
て
勢
働
組

合
蓮
動
は
足
れ
り
、
と
考
え
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
東
京
モ
ス
リ
ン
紡
績
株
式
會
肚
の
雫
議
の
後
、
組
織
さ
れ
た
同
會
肚
職
工

の
工
友
會
を
友
愛
會
に
併
合
し
た
が
、
こ
う
し
た
傾
向
が
強
ま
る
こ
と
に
よ
つ
て
螢
働
組
合
と
し
て
の
色
彩
が
徐
々
に
濃
く
な
つ
て
い
く
こ
と
が

　
　
　
　
（
註
9
）

望
ま
れ
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
で
彼
の
考
え
お
よ
び
そ
の
交
渉
過
程
に
は
、
す
こ
し
の
階
級
闘
雫
的
な
も
の
も
な
か
つ
た
が
、
こ
れ
は
、
は
じ
め
か
ら
彼
の
思
想
の
な

か
に
勢
働
問
題
は
螢
資
双
方
の
協
力
に
よ
つ
て
は
じ
め
て
解
決
さ
れ
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
勢
資
協
調
の
老
え
が
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
き
に

も
ふ
れ
た
、
こ
と
く
、
友
愛
禽
の
基
礎
は
大
正
三
年
九
月
の
協
議
禽
に
お
い
て
か
た
ま
り
、
螢
働
組
合
と
し
て
の
色
彩
も
次
第
に
鮮
明
と
な
つ
て
き

て
い
た
が
、
い
ぜ
ん
と
し
て
彊
く
勢
資
協
調
の
立
場
を
と
な
え
て
や
ま
な
か
つ
た
。
そ
の
こ
と
は
次
の
論
調
の
中
に
明
瞭
に
う
か
が
え
る
。

　
　
「
『
螢
働
及
産
業
』
と
は
、
螢
働
者
の
震
奮
努
力
と
産
業
の
繁
榮
と
い
ふ
意
味
も
含
め
て
あ
る
積
り
な
れ
ば
、
同
時
に
叉
勢
働
と
資
本
と
の
調

　
和
協
力
と
い
ふ
こ
と
も
意
昧
し
て
あ
る
積
り
で
あ
る
。
友
愛
會
は
固
よ
り
日
本
螢
働
者
の
地
位
境
遇
を
改
善
襲
達
せ
し
む
る
こ
と
を
目
的
と
す

　
る
團
艦
で
あ
る
が
、
併
し
な
が
ら
濁
り
螢
働
者
の
み
の
向
上
叢
展
は
其
望
む
と
こ
ろ
で
な
い
。
肚
會
は
共
同
團
艦
で
あ
る
。
産
業
の
蛋
達
は
資



　
本
と
螢
働
と
の
協
力
調
和
に
待
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
從
つ
て
資
本
家
の
暴
虐
堅
制
に
盲
從
す
る
は
、
其
欲
せ
ざ
る
と
こ
ろ
な
れ
ど
も
、
さ
り
と
て

　
又
同
時
に
螢
働
者
の
横
暴
專
恣
も
噺
じ
て
與
み
せ
ざ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
要
す
る
に
勢
働
者
と
し
て
は
品
格
と
實
力
と
を
備
へ
た
る
螢
働
者
と

　
な
り
、
以
て
資
本
家
と
共
に
極
力
奮
闘
し
て
、
日
本
産
業
の
獲
達
、
否
進
ん
で
は
勢
働
を
通
じ
て
世
界
人
文
の
穫
達
に
寄
與
貢
献
し
、
而
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
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0
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濁
り
螢
働
者
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
實
に
『
人
間
』
と
し
て
の
生
存
の
意
義
を
全
う
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
」

　
今
日
の
覗
座
に
あ
つ
て
、
當
時
の
鈴
木
お
よ
び
友
愛
會
に
は
階
級
意
識
が
な
か
つ
た
と
き
め
つ
け
る
の
は
や
さ
し
い
。
た
し
か
に
鈴
木
は
杜
會

主
義
の
理
論
は
一
つ
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
で
あ
り
、
實
現
の
可
能
性
な
き
も
の
と
考
え
て
い
た
が
、
こ
の
こ
ろ
の
勢
働
者
が
、
今
日
の
勢
働
者
に
み
ら

れ
る
よ
う
な
階
級
意
識
を
も
つ
て
い
な
か
つ
た
こ
と
も
た
し
か
で
あ
る
。
と
い
う
よ
り
勢
働
者
に
は
一
箇
の
人
格
を
も
つ
た
人
間
と
し
て
の
自
覧

　
　
　
　
　
（
註
1
1
V

す
ら
な
か
つ
た
。

　
こ
の
頃
の
螢
働
蓮
動
は
、
階
級
闘
雫
を
お
こ
な
う
こ
と
よ
り
も
、
勢
働
者
自
ら
に
人
格
の
自
畳
を
う
な
が
す
こ
と
の
方
が
先
決
間
題
で
あ
つ

た
。
こ
う
い
う
こ
と
が
過
言
で
あ
る
な
ら
ば
、
勢
働
運
動
は
封
建
的
な
ヴ
ェ
ー
ル
を
は
ね
の
け
る
仕
事
と
近
代
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
し
て
の
宿

命
を
た
ち
き
る
仕
事
の
爾
面
を
同
時
に
な
し
と
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
と
い
つ
て
も
よ
い
。
も
つ
と
換
言
す
れ
ば
、
螢
働
者
の
前

面
か
ら
押
し
よ
せ
る
資
本
主
義
の
墜
力
と
背
後
に
密
着
し
て
い
る
封
建
主
義
と
の
か
か
わ
り
あ
い
と
い
う
二
つ
を
押
し
の
け
、
漸
ち
切
つ
て
進
ま

な
く
て
は
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
に
、
こ
の
期
の
蓮
動
の
困
難
性
が
あ
つ
た
。
し
か
も
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
こ
ろ
よ
う
や
く
復
活
し
だ
し
た
肚
會
主
義

の
「
思
想
」
運
動
の
よ
う
に
、
た
ん
に
机
上
で
理
論
の
つ
み
か
さ
ね
を
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
現
實
に
具
健
的
な
勢
働
者
の
日
常
の
利
盆
を

推
進
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
か
つ
た
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
も
つ
と
も
重
要
な
こ
と
は
、
鈴
木
お
よ
び
友
愛
會
の
旗
印
が
螢
資
協
調
で
あ
る

に
せ
よ
、
し
た
が
つ
て
階
級
意
識
が
か
け
て
い
る
に
せ
よ
、
と
に
か
く
こ
の
期
に
お
け
る
螢
働
者
の
動
き
は
友
愛
會
を
お
い
て
他
に
一
、
二
を
か

ぞ
え
る
の
み
で
あ
つ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
友
愛
會
が
も
つ
と
も
大
き
く
廣
い
範
園
に
わ
た
つ
て
勢
働
者
を
自
己
の
組
織
の
な
か
に
だ
き

か
か
え
て
い
つ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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二
七
　
　
　
（
一
四
五
）



　
　
　
鈴
木
丈
治
と
大
正
勢
働
運
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
　
　
　
（
一
四
六
）

　
も
と
よ
り
友
愛
會
の
活
動
と
い
つ
て
も
、
螢
働
孚
議
に
お
い
て
鈴
木
が
身
を
挺
し
て
調
停
を
行
う
と
か
、
ア
ト
ラ
ク
シ
・
ン
を
と
も
な
う
通
俗

講
話
を
も
よ
お
し
て
螢
働
者
の
啓
蒙
に
あ
た
る
と
い
う
こ
と
で
あ
つ
た
。
調
停
に
つ
い
て
は
す
で
に
の
べ
た
が
、
通
俗
講
話
に
つ
い
て
み
る
と
、

こ
れ
も
當
時
に
あ
つ
て
は
勢
働
運
動
の
す
ぐ
れ
た
る
活
動
の
一
部
面
と
さ
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
マ
マ
レ

　
　
「
職
工
組
合
蓮
動
は
勢
働
者
の
運
動
な
り
。
從
て
之
が
主
髄
た
る
べ
き
螢
働
者
自
ら
の
健
全
な
る
自
覧
と
畳
醒
と
に
根
さ
ぜ
る
べ
か
ら
ず
。

　
さ
れ
ば
職
工
組
合
運
動
に
よ
り
て
勢
働
者
の
地
位
を
改
善
せ
ん
と
す
る
者
は
、
學
校
、
通
俗
講
演
、
新
聞
、
雑
誌
等
に
よ
り
螢
働
者
の
人
格
の

　
自
畳
を
促
す
と
同
時
に
、
近
世
の
資
本
制
維
濟
組
織
の
概
念
を
與
へ
、
更
に
進
ん
で
は
團
髄
の
勢
力
な
る
こ
と
、
投
票
の
神
聖
な
る
こ
と
、
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
マ
マ
ロ

　
轍
決
の
奪
重
す
べ
き
こ
と
等
を
知
ら
し
め
ざ
る
べ
か
ず
。
此
黙
に
於
て
吾
人
は
彼
の
友
愛
會
の
毎
月
一
同
開
催
す
る
通
俗
講
演
會
の
如
き
も

　
の
N
、
廣
く
行
は
れ
ん
こ
と
を
希
望
す
る
も
の
に
し
て
、
斯
の
如
き
は
菅
に
職
工
を
し
て
其
の
地
位
を
改
善
せ
し
む
る
に
必
要
な
る
の
み
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
拐
）

　
ず
、
叉
以
て
健
全
な
る
國
民
を
養
成
す
る
所
以
と
云
ふ
べ
き
な
り
」

と
い
う
、
こ
の
こ
ろ
の
評
者
の
言
葉
に
よ
つ
て
も
友
愛
會
の
お
こ
な
つ
て
い
た
通
俗
講
話
會
の
重
要
性
が
う
か
が
え
る
。

　
以
上
わ
れ
わ
れ
は
大
正
初
年
の
二
つ
の
孚
議
を
手
が
か
り
に
し
て
當
時
の
螢
働
事
情
と
鈴
木
の
思
想
・
行
動
と
の
相
互
關
係
お
よ
び
友
愛
會
の

存
在
意
義
等
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
。

　
か
よ
う
に
友
愛
會
の
勃
興
は
や
や
人
意
を
彊
う
す
る
も
の
が
あ
つ
た
が
、
そ
れ
で
も
こ
れ
を
歌
米
諸
國
の
状
況
に
く
ら
べ
る
と
き
は
、
日
本
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
3
）

お
け
る
組
合
運
動
の
ご
と
き
は
ほ
と
ん
ど
あ
ぐ
る
に
た
ら
な
い
も
の
で
あ
つ
た
。
こ
の
頃
組
合
運
動
に
關
心
を
も
つ
て
い
た
あ
る
識
者
は
、
當
時

勢
働
運
動
不
振
の
原
因
と
し
て
次
の
よ
う
な
鮎
を
指
摘
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
ま
ず
第
一
に
は
大
工
業
が
臥
米
の
．
こ
と
く
焚
達
し
て
い
な
い
こ

と
、
第
二
に
は
勢
働
者
の
自
畳
が
十
分
で
な
い
こ
と
、
第
三
に
治
安
警
察
法
の
存
在
、
お
よ
び
第
四
に
女
子
勢
働
者
が
多
籔
を
し
め
て
い
る
と
い

　
　
　
　
（
註
1
4
）

う
黙
で
あ
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
5
）

　
し
た
が
つ
て
當
時
に
あ
つ
て
は
螢
働
組
合
蓮
動
が
「
完
全
に
行
は
る
x
事
は
、
眞
に
前
途
遼
遠
の
感
」
が
あ
つ
た
。
そ
こ
で
將
來
こ
の
螢
働
組



含
を
襲
展
さ
せ
る
た
め
に
考
え
ら
れ
て
い
た
方
法
は
「
普
通
教
育
を
盛
に
し
知
識
を
普
及
し
て
螢
働
者
の
自
畳
を
促
す
と
同
時
に
、
肚
會
一
般
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
6
）

人
士
を
し
て
近
世
螢
働
者
間
題
の
眞
相
を
周
知
せ
し
め
、
之
が
解
決
の
成
否
は
國
家
杜
會
の
安
危
に
關
す
る
も
の
な
る
を
知
ら
し
む
る
を
要
す
」

と
い
う
啓
蒙
運
動
と
、
治
安
警
察
法
の
改
正
に
よ
つ
て
勢
働
者
の
團
結
椹
が
確
立
さ
れ
る
と
い
う
黙
で
あ
つ
た
。

　
さ
ら
に
ま
た
組
合
首
領
（
ピ
菩
8
冨
毘
臼
）
の
養
成
と
い
う
黙
も
重
要
な
間
題
で
あ
つ
た
。
「
職
工
組
合
の
統
牽
者
は
職
工
で
な
け
れ
ば
な
ら

　
（
註
1
7
）

な
い
」
と
い
い
、
「
組
合
首
領
た
る
も
の
は
自
ら
勢
働
者
た
り
、
若
く
は
勢
働
者
た
り
し
者
に
し
て
、
螢
働
者
の
歌
態
と
、
思
想
と
、
感
情
と
に

精
通
す
る
こ
と
を
要
す
。
日
本
に
於
け
る
過
去
の
組
合
蓮
動
の
失
敗
に
露
し
た
る
一
因
は
實
に
之
が
指
導
者
た
り
し
者
の
螢
働
者
、
若
く
は
勢
働

者
出
身
の
者
に
非
ざ
り
し
に
あ
り
。
叉
組
合
の
首
領
た
ら
ん
と
す
る
も
の
は
、
螢
働
者
の
信
任
厚
く
、
該
博
な
る
常
識
を
有
し
、
敢
爲
の
精
神
に

富
む
と
同
時
に
細
心
の
注
意
を
怠
ら
ざ
る
可
ら
ず
。
彼
の
徒
ら
に
過
激
の
言
を
弄
し
、
前
後
の
思
慮
な
く
螢
働
者
を
煽
動
す
る
者
の
如
き
は
、
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
8
）

領
た
る
の
資
格
に
欲
く
る
も
の
な
り
」
と
組
合
首
領
の
條
件
が
考
え
ら
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
9
）

　
組
合
首
領
は
勢
働
者
出
身
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
と
も
關
蓮
し
て
「
職
工
組
合
の
當
事
者
は
、
此
種
事
業
の
経
験
者
た
る
こ
と
を
要
す
る
」

と
さ
れ
た
。
ま
た
あ
る
い
は
「
職
工
組
合
は
資
本
家
に
封
し
て
反
抗
の
地
位
に
立
つ
て
は
な
ら
ぬ
と
同
時
に
叉
隷
属
の
關
係
を
保
つ
て
は
い
け
な

（
註
⑳
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
2
1
）

い
」
「
職
工
組
合
の
事
業
は
順
序
を
立
て
X
秩
序
正
し
く
行
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
さ
れ
た
。

　
要
す
る
に
、
わ
が
國
に
お
い
て
將
來
螢
働
組
合
を
瑳
達
せ
し
む
る
に
は
、
ど
う
し
て
も
最
初
よ
り
過
大
な
る
要
求
を
か
か
げ
る
こ
と
な
く
、
漸

進
的
に
、
着
々
と
そ
の
活
動
範
園
を
掻
大
す
る
の
方
針
を
と
り
、
最
初
は
比
較
的
實
盆
多
き
方
法
よ
り
は
じ
め
る
こ
と
が
得
策
で
あ
る
と
信
じ
ら

　
　
　
（
註
圏
）

れ
て
い
た
。
と
は
い
え
、
こ
れ
は
友
愛
會
に
つ
ら
な
る
人
々
の
考
え
で
あ
り
、
こ
の
考
え
が
決
し
て
す
べ
て
で
あ
つ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
す
で
に
の
べ
た
ご
と
く
、
こ
の
期
に
お
け
る
螢
働
者
の
組
織
化
の
動
き
は
友
愛
會
に
お
い
て
も
つ
と
も
活
濃
で
あ
り
、
年
と
共
に
飛
躍

的
に
そ
の
勢
力
を
の
ば
し
て
い
つ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
組
織
に
つ
ら
な
る
人
々
の
考
え
は
、
當
時
に
お
け
る
組
合
組
織
化
の
代
表
的
な
考

え
で
あ
る
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
　
　
鈴
木
丈
治
と
大
正
勢
働
蓮
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
　
　
　
（
一
四
ヒ
）



鈴
木
丈
治
と
大
正
勢
働
運
動

（
註
1
）
　
前
掲
『
勢
働
年
鑑
』
二
四
五
頁

（
註
2
）
　
赤
松
克
麿
『
日
本
肚
會
蓮
動
史
』
（
昭
和
二
九
年
一
月
、
岩
波
新
書
）
一
四
一
頁

（
註
3
）
　
前
揚
『
勢
働
運
動
二
十
年
』
九
〇
ー
一
頁

（
註
4
）
右
同
書
九
一
頁

（
註
5
）
　
右
同
書
一
〇
六
頁

（
註
6
）
　
日
本
蓄
音
器
會
肚
の
例
を
と
れ
ば
、
ラ
ビ
ッ
ト
支
配
人
に
あ
う
た
め
鈴
木
は
ユ
ニ
テ
リ
ア
ソ
・
ミ

　
る
マ
コ
ー
レ
ー
博
士
が
ラ
ビ
ッ
ト
と
面
識
が
あ
る
と
い
う
關
係
を
も
と
に
、
博
士
の
紹
介
歌
を
貰
つ
た
。

三
〇

（
一
四
八
）

　
電
氣
の
當
時
工
業
部
長
を
し
て
い
た
新
荘
吉
生
の
裁
決
に
從
う
こ
と
に
し
よ
う
と
會
杜
側
か
ら
申
し
出
が
あ
つ
た
が
、

　
　
ま
た
東
京
モ
ス
リ
ソ
紡
績
株
式
會
鮭
と
の
交
渉
が
い
つ
た
ん
杜
縄
し
た
と
き
鈴
木
と
會
杜
側
と
の
調
停
に
立
つ
た
秋
保
安
治
も
鈴
木
と
は
同
郷
人
で
あ
り
、

　
愛
會
評
議
員
で
あ
つ
た
。

（
註
7
）
　
前
掲
『
螢
働
運
動
二
十
年
』
九
二
頁

（
註
8
）
　
「
さ
れ
ど
近
時
東
京
附
近
に
勢
働
箏
議
起
る
や
會
長
鈴
木
法
學
士
は
身
を
挺
し
て
之
が
調
停
の
任
に
當
り
屡
々
成
功
を
牧
め
得
た
る
如
ぎ
、
之
を
友
愛
會

　
の
事
業
と
し
て
見
る
と
き
は
目
本
の
現
歌
に
最
も
適
合
せ
る
行
動
と
い
ふ
べ
し
」
（
前
掲
『
職
工
組
合
論
』
二
七
三
頁
）

（
註
9
）
　
註
8
に
記
し
た
丈
に
つ
づ
ぎ
「
又
最
近
東
京
モ
ス
リ
ソ
會
杜
に
於
け
る
罷
業
の
後
組
織
せ
ら
れ
た
る
同
會
薩
職
工
の
工
友
會
を
友
愛
會
に
合
併
し
た
る
が

　
如
ぎ
、
職
工
組
合
と
し
て
の
色
彩
徐
々
と
し
て
鮮
明
と
な
り
、
健
全
な
る
蛮
達
を
途
げ
つ
つ
あ
る
は
目
本
に
於
け
る
職
工
組
合
運
動
の
爲
め
慶
賀
す
べ
き
な
り
」

　
（
『
職
工
組
合
論
』
二
七
三
頁
）
と
あ
る
。
な
お
『
勢
働
運
動
二
十
年
』
に
よ
る
と
、
東
京
モ
ス
リ
ソ
紡
績
株
式
會
肚
を
解
雇
さ
れ
た
工
友
會
員
二
十
一
名
は
「
奮

　
つ
て
友
愛
會
に
入
會
し
、
幹
部
と
し
て
活
動
し
た
。
幾
許
も
な
く
し
て
千
敷
百
名
を
擁
す
る
本
部
支
部
は
、
こ
れ
等
の
諸
君
の
活
躍
の
結
果
と
し
て
誕
生
し
た
の

　
で
あ
る
」
（
一
〇
九
頁
）
と
あ
る
。

（
註
1
0
）

（
註
11
）

（
註
1
2
）

（
註
1
3
）

（
註
1
4
）そ
こ
て
女
子
勢
働
者
に
つ
い
て
み
る
と
、

ッ
シ
ョ
ソ
に
あ
り
、
し
か
も
友
愛
會
の
名
警
會
員
で
あ

鈴
木
と
會
肚
側
と
の
意
見
が
一
時
頓
挫
し
た
と
ぎ
東
京

　
　
　
　
　
こ
の
新
荘
は
友
愛
會
評
議
員
で
あ
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
友

「
改
題
の
鮮
」
（
『
勢
働
及
産
業
』
大
正
三
年
十
一
月
號
）

こ
の
こ
と
は
前
稿
に
お
い
て
か
な
り
く
わ
し
く
述
べ
て
お
い
た
。

前
掲
『
職
工
組
合
論
』
二
七
六
頁

右
同
書
二
七
三
頁

右
同
書
二
七
三
－
二
九
二
頁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
が
國
工
場
勢
働
者
の
う
ち
女
子
勢
働
者
は
全
艦
の
約
四
割
七
分
を
し
め
、

こ
れ
は
世
界
に
例
の
な
い
割
合
い
で
あ



つ
た
。
し
か
も
こ
の
女
子
螢
働
者
は
田
舎
の
婦
女
に
し
て
、
結
婚
前
、
暫
時
工
場
に
お
い
て
勢
働
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
勢
働
組
合
を
組
織
す
る
知
識
を
も
た
ず
、

終
身
螢
働
者
の
よ
う
に
組
合
の
必
要
性
も
う
す
か
つ
た
（
右
同
書
二
七
五
頁
）
。

（
註
1
5
）

（
註
1
6
）

（
註
1
7
）

（
註
1
8
）

（
註
1
9
）

　
　
桑
田
博
士
は

　
ふ
」
殊
に
會
計
が
棄
飢
し
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
読
い
て
い
る
。

（
註
2
0
）
　
右
同
論
文

（
註
2
1
）
　
右
同
論
丈
。
な
お
こ
の
説
明
と
し
て
「
欧
洲
各
國
の
職
工
組
合
は
臨
時
事
業
と
し
て
螢
働
條
件
の
改
良
を
圖
り
、
年
時
事
業
と
し
て
は
勢
働
保
険
及
ひ
勢

　
働
紹
介
の
業
を
螢
ん
で
居
る
の
で
あ
る
が
、
我
國
に
於
て
も
亦
是
等
の
事
業
を
粂
ね
行
ふ
こ
と
は
固
よ
り
望
ま
し
い
事
で
あ
る
。
去
り
乍
ら
創
立
後
日
伺
淺
く
、

　
組
合
員
の
数
砂
く
、
事
業
経
管
の
経
験
乏
し
き
と
云
ふ
が
如
き
組
合
に
於
て
は
、
敢
て
斯
か
る
事
を
無
理
に
望
む
こ
と
は
出
來
な
い
。
凡
そ
事
に
緩
急
の
別
あ
り
、

　
物
に
難
易
の
差
が
あ
る
の
で
あ
つ
て
、
我
國
の
職
工
組
合
に
於
て
現
今
急
激
に
勢
働
條
件
の
改
善
を
圖
ら
ん
と
欲
し
て
も
蓋
し
不
當
の
企
求
で
あ
る
と
謂
な
け
れ

　
ば
な
ら
ぬ
。
資
本
家
に
封
し
て
勢
働
者
が
過
分
な
る
要
求
を
爲
す
時
は
、
直
ち
に
雨
者
の
孚
闘
を
來
す
で
あ
ら
う
、
此
場
合
費
本
家
は
同
盟
解
雇
の
畢
に
出
で
、

　
螢
働
者
は
同
盟
罷
業
の
畢
に
出
づ
る
と
せ
ん
か
、
畢
寛
損
す
る
者
は
勢
働
者
側
に
在
る
事
言
を
侯
た
な
い
。
此
の
最
後
の
手
段
を
用
ふ
る
に
至
る
迄
に
は
、
　
く

　
と
も
螢
働
者
に
其
組
合
に
於
け
る
財
力
其
他
す
べ
て
の
活
動
力
を
充
實
せ
し
め
て
居
ら
な
く
て
は
な
ら
搬
。
然
ら
ず
ん
ば
途
に
騒
げ
ば
騒
ぐ
程
第
働
者
は
損
を
招

　
く
事
と
な
る
の
で
あ
る
」
と
あ
る
。

（
註
2
2
）
　
右
同
論
丈
。
「
簡
軍
に
し
て
而
も
比
較
的
實
盆
多
き
方
法
」
に
は
勢
働
保
除
、
勢
働
紹
介
等
が
考
え
ら
れ
て
い
た
。

桑
田
熊
藏
「
日
本
將
來
の
職
工
組
合
」
（
『
勢
働
及
産
業
』
大
正
四
年
一
月
號
）

前
掲
『
職
工
組
合
論
』
二
七
五
－
六
頁

前
掲
「
目
本
將
來
の
職
工
組
合
」

前
掲
『
職
工
組
合
論
』
二
七
七
頁

前
掲
「
日
本
將
來
の
職
工
組
合
一

　
　
　
「
我
國
民
は
絡
じ
て
組
合
等
の
経
験
に
乏
し
き
が
爲
に
、
將
來
職
工
組
合
な
ど
を
完
全
に
や
つ
て
行
か
う
と
す
る
の
に
は
却
々
困
難
が
あ
る
と
思

三

す
で
に
明
治
三
十
年
代
の
末
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
日
本
人
螢
働
者
排
斥
の
動
き
が
あ
つ
た
が
、
こ
れ
が
大
正
三
年
に
い
た
つ
て
日
米
爾
國

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
。

の
外
交
問
題
に
ま
で
穫
展
し
た
。
こ
の
こ
と
は
心
あ
る
日
米
人
間
の
心
痛
の
種
で
あ
つ
た
。
大
正
四
年
二
月
に
來
日
し
た
ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
お
よ
び

　
　
　
鈴
木
文
治
と
大
正
勢
働
運
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
　
　
　
（
一
四
九
）



　
　
　
鈴
木
丈
治
と
大
正
螢
働
運
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
　
　
　
（
一
五
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
（
註
2
）

マ
シ
ウ
ス
爾
博
士
は
、
そ
れ
の
緩
和
策
と
し
て
、
大
正
四
年
秋
に
「
開
催
せ
ら
る
可
き
米
國
螢
働
大
會
に
、
萬
望
日
本
の
螢
働
組
合
よ
り
若
干
名

の
代
表
者
を
派
遣
し
た
な
ら
ば
、
爾
國
勢
働
者
の
感
情
の
上
に
、
爾
國
國
交
の
形
而
上
的
方
面
の
上
に
、
齎
ら
す
可
き
利
盆
は
蓋
し
　
少
に
あ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
3
）

ざ
る
可
し
と
我
國
識
者
に
告
げ
た
」
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
「
悲
し
い
哉
我
國
に
於
で
は
未
だ
螢
働
組
合
の
設
立
を
見
な
い
。
否
政
府
が
之
を
許
し
て
居
な
い
。
唯
だ
纏
に
友
愛
會
な
る
螢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
4
）

働
者
の
一
團
髄
あ
る
の
み
」
で
あ
つ
た
。
ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
博
士
等
の
提
案
に
賛
成
し
た
澁
澤
榮
一
、
添
田
壽
一
、
安
部
磯
雄
ら
は
、
こ
れ
に
こ
た

え
る
た
め
に
友
愛
會
に
交
渉
が
あ
つ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
友
愛
會
は
直
ち
に
大
正
四
年
五
月
十
日
、
本
部
に
緊
急
臨
時
協
議
會
を
ひ
ら
き
、
鈴
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
5
）

文
治
と
吉
松
貞
彌
が
友
愛
會
代
表
と
し
て
渡
米
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　
政
府
は
わ
が
國
に
螢
働
組
合
の
設
立
を
こ
れ
ま
で
認
め
て
い
な
い
し
、
し
た
が
つ
て
友
愛
會
は
こ
れ
ま
で
自
ら
螢
働
組
合
で
あ
る
と
明
白
に
宣

言
し
た
こ
と
は
な
か
つ
た
。
し
か
し
今
、
日
本
螢
働
組
合
の
代
表
を
招
き
た
い
と
い
う
米
國
勢
働
総
同
盟
（
首
Φ
匡
。
目
周
a
Φ
冨
註
8
9
■
ぎ
q

略
し
て
A
．
F
．
L
）
の
招
請
に
慮
じ
て
友
愛
會
が
鈴
木
・
吉
松
を
逡
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
こ
で
友
愛
會
が
勢
働
組
合
で
あ
る
こ
と
を
は
じ
め
て

公
然
と
宣
言
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
つ
て
こ
れ
に
た
い
す
る
政
府
當
局
の
干
渉
は
と
う
ぜ
ん
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
「
民
間
螢
働
者
の

團
艦
が
、
斯
か
る
未
曾
有
の
大
事
を
決
行
せ
ん
と
す
る
に
際
し
て
、
政
府
當
局
の
心
理
は
果
し
て
如
何
な
ら
ん
か
と
云
ふ
事
は
蓋
し
吾
人
の
最
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
6
）

念
慮
措
く
能
は
ざ
る
所
な
り
し
も
、
政
府
は
全
然
之
を
否
と
せ
ざ
る
意
饗
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
つ
た
。

　
日
本
蓄
音
器
會
肚
お
よ
び
東
京
モ
ス
リ
ン
紡
績
株
式
會
肚
の
雫
議
に
鈴
木
が
身
を
挺
し
て
調
停
し
た
と
い
う
こ
と
で
友
愛
會
の
名
は
た
し
か
に

あ
が
つ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
と
き
は
友
愛
會
の
も
て
る
カ
の
勝
利
と
い
わ
ん
よ
り
は
、
鈴
木
の
個
人
プ
レ
イ
と
い
つ
た
感
が
深
か
つ
た
。

し
か
る
に
今
同
の
A
・
F
・
L
大
會
（
o
o
馨
Φ
暮
一
8
9
舞
日
Φ
誉
き
男
＄
Φ
墨
賞
o
ロ
亀
ピ
菩
賃
）
へ
出
席
す
る
と
い
う
事
は
た
ん
に
鈴
木
個
人
の

私
事
で
は
な
く
、
友
愛
會
全
艦
の
關
係
事
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
友
愛
會
の
や
り
方
は
、
何
よ
り
も
勢
働
者
の
品
性
の
向
上
と
い
う
こ
と
に
力
を
そ
そ
ぎ
、
ま
ず
勢
働
者
の
内
性
を
充
實
せ
し
む
る



に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
力
彊
き
螢
働
蓮
動
な
ど
は
お
こ
な
わ
れ
な
い
と
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
友
愛
禽
は
、
世
間
に
そ
の
存
在
を
し
ら
し

め
ん
よ
り
は
む
し
ろ
各
自
そ
の
螢
働
者
と
し
て
の
内
容
を
ゆ
た
か
に
す
る
こ
と
を
つ
と
め
て
き
た
。
し
か
る
に
今
眼
前
に
横
た
わ
る
鈴
木
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
7
）

A
・
F
・
L
大
會
出
席
と
い
う
問
題
こ
そ
は
、
友
愛
會
な
る
も
の
が
、
は
じ
め
て
隠
栖
を
突
破
し
て
大
舞
毫
に
出
る
第
一
段
階
で
あ
つ
た
の
で
あ

る
。　

鈴
木
自
身
も
、
友
愛
會
よ
り
日
本
の
螢
働
者
の
團
艦
の
代
表
と
な
つ
て
ア
メ
リ
カ
ヘ
い
く
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
「
國
家
若
く
は
政

府
が
螢
働
者
の
團
髄
蓮
動
を
認
め
た
る
一
つ
の
讃
嫁
と
見
る
こ
と
が
出
來
る
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。
之
は
實
に
日
本
の
螢
働
運
動
史
上
に
於
け

る
一
新
紀
元
た
る
の
み
な
ら
ず
、
日
本
帝
國
の
歴
史
上
、
殊
に
日
本
帝
國
の
文
明
史
上
に
於
て
特
筆
大
書
す
る
だ
け
の
領
値
が
あ
る
と
信
ず
る
の

　
　
　
　
（
註
8
）

で
あ
り
ま
す
」
と
そ
の
意
義
を
の
べ
た
。
鈴
木
は
ま
た
言
葉
を
か
え
て
「
我
等
螢
働
者
は
藪
千
年
の
永
き
間
肚
會
の
下
積
と
し
て
の
生
活
を
績
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
9
）

て
來
た
。
今
や
漸
く
頭
を
も
た
げ
て
肚
會
の
表
面
に
浮
び
出
で
ん
と
す
る
の
機
會
に
遭
遇
し
た
の
で
あ
る
」
と
A
・
F
・
L
大
會
出
席
の
意
義
に

つ
い
て
の
べ
た
。

　
逸
別
會
は
友
愛
禽
が
主
催
し
「
全
國
螢
働
者
大
會
」
と
い
う
名
構
の
も
と
に
お
こ
な
わ
れ
、
會
員
の
漱
喜
は
絶
頂
に
達
し
、
得
意
は
無
限
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
0
）

い
う
べ
ぎ
有
様
で
あ
つ
た
。

　
か
よ
う
に
鈴
木
ら
の
A
・
F
・
L
大
會
出
席
と
い
う
こ
と
は
友
愛
會
の
歴
史
に
お
い
て
は
も
と
よ
り
、
日
本
勢
働
運
動
史
の
上
で
も
少
な
か
ら

ぬ
重
要
性
を
も
つ
も
の
で
あ
つ
た
。
と
こ
ろ
で
こ
の
鈴
木
ら
の
渡
米
は
、
鈴
木
の
從
來
の
考
え
方
の
上
に
何
ら
か
の
攣
化
を
も
た
ら
さ
な
か
つ
た

で
あ
ろ
う
か
。
も
し
も
た
ら
し
た
と
す
れ
ば
そ
の
攣
化
の
原
因
は
ど
う
い
う
と
こ
ろ
に
あ
つ
た
ろ
う
か
。
ま
た
鈴
木
の
考
え
方
の
攣
化
は
友
愛
會

の
上
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
あ
た
え
て
い
つ
た
ろ
う
か
。

　
鈴
木
が
ア
メ
リ
カ
大
陸
へ
上
陸
し
て
驚
異
の
目
を
見
は
つ
た
も
の
の
一
つ
に
ア
メ
リ
カ
の
螢
働
組
合
の
稜
達
と
そ
の
組
織
力
が
あ
つ
た
。
「
米

國
の
螢
働
團
艦
は
實
に
驚
く
べ
き
襲
達
を
な
し
て
居
り
ま
す
。
其
勢
力
や
恐
る
べ
き
も
の
が
あ
り
ま
す
。
我
等
日
本
の
螢
働
者
は
大
決
心
を
以
て

　
　
　
鈴
木
丈
治
と
大
正
螢
働
蓮
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
　
　
　
（
一
五
一
）



　
　
　
鈴
木
文
治
と
大
正
勢
働
蓮
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
　
　
　
（
一
五
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
1
）

事
に
當
ら
ね
ば
、
容
易
に
彼
等
と
封
立
す
る
こ
と
が
出
來
ま
せ
ん
」
と
鈴
木
は
故
國
の
同
志
に
ま
ず
傳
え
た
。
彼
が
感
じ
た
こ
と
は
、
日
本
の
勢

働
團
髄
の
組
織
の
小
な
る
こ
と
と
、
日
本
の
勢
働
團
髄
は
あ
ら
ゆ
る
黙
で
ア
メ
リ
カ
の
螢
働
組
合
に
學
ば
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
で
あ
つ

た
。　

「
予
は
諸
君
に
封
し
て
眞
實
を
語
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
我
が
團
艦
は
現
在
に
於
て
決
し
て
、
諸
君
の
團
髄
の
如
く
有
力
な
ら
ず
。
其
存
在
は
僅

　
か
に
三
年
に
過
ぎ
ず
、
其
會
員
は
数
干
入
に
過
ぎ
ず
、
其
財
力
は
言
ふ
に
足
る
も
の
な
し
。
然
る
に
も
係
は
ら
ず
こ
は
我
國
勢
働
者
の
椹
利
及

　
び
利
盆
の
保
護
、
並
に
其
啓
襲
向
上
の
爲
め
に
設
け
ら
れ
た
る
、
殆
ん
ど
唯
｝
の
團
艦
た
る
な
り
。

　
　
予
は
諸
君
の
團
髄
が
肚
會
に
封
し
て
偉
大
な
る
勢
力
を
有
す
る
を
見
て
、
頗
る
深
き
感
銘
を
受
け
た
り
。
加
州
各
地
の
中
央
團
鰹
を
訪
ひ
、

　
並
に
米
大
陸
を
旅
行
し
て
、
予
は
到
る
塵
に
此
事
實
の
顯
然
た
る
を
見
た
り
、
諸
君
の
現
状
は
眞
に
賞
讃
に
償
す
、
我
國
の
現
朕
に
比
す
れ
ば

　
遙
か
に
優
れ
り
。
さ
れ
ど
予
は
諸
君
今
日
の
地
位
は
早
晩
我
が
日
本
に
於
て
我
が
勢
力
と
な
さ
ざ
る
べ
か
ら
ず
と
の
大
決
心
を
な
せ
り
。
然
も

　
此
れ
が
實
現
を
近
き
將
來
に
於
て
期
す
る
は
決
し
て
不
可
能
の
こ
と
に
非
ず
と
信
ず
る
も
の
な
り
。

　
　
予
は
諸
君
に
與
ふ
べ
き
何
物
も
携
へ
來
ら
ず
、
然
も
諸
君
よ
り
は
凡
て
の
物
を
學
ば
ん
と
す
る
な
り
。
我
等
の
同
胞
は
多
大
の
期
待
を
以
て

　
我
等
の
鯖
國
を
待
ち
受
け
つ
x
あ
り
、
我
等
を
教
育
す
る
は
諸
君
の
力
に
あ
り
、
希
く
は
如
何
に
組
織
し
、
如
何
に
指
導
者
を
訓
練
し
、
如
何

　
に
會
勢
を
擾
張
す
べ
き
か
に
付
き
指
教
を
惜
む
勿
れ
。
今
日
予
の
心
情
は
感
傷
に
満
つ
、
諸
君
は
我
等
の
大
兄
に
し
て
、
日
本
螢
働
者
の
進
歩

　
稜
達
の
爲
め
に
、
諸
君
は
必
ず
や
後
援
者
と
な
り
補
助
者
と
な
る
べ
き
を
信
じ
て
疑
は
ず
。
こ
れ
蓋
し
凋
り
吾
人
の
要
求
す
る
の
み
な
ら
ず
、

　
實
に
人
道
の
要
求
な
り
。

　
　
予
は
重
ね
て
告
げ
ん
、
予
は
我
が
國
螢
働
者
の
好
意
を
諸
君
に
傳
へ
ん
と
す
、
予
が
故
國
に
於
て
學
ぶ
所
に
依
れ
ば
、
世
界
の
螢
働
者
は
共

　
通
の
敵
を
有
し
、
叉
共
通
の
利
害
を
有
す
。
而
し
て
此
共
通
の
敵
を
発
し
共
通
の
利
害
を
全
う
せ
ん
が
爲
め
に
は
、
人
種
並
に
國
境
の
差
別
を

　
超
越
し
て
、
協
力
一
致
す
る
所
な
か
る
べ
か
ら
ず
。
我
等
は
痢
夙
の
第
一
聲
の
響
く
や
否
や
、
忽
ち
獣
殺
入
の
前
に
騒
ら
る
』
羊
の
如
く
な
る



　
べ
か
ら
ず
、
永
し
へ
に
揺
ら
が
ざ
る
大
磐
石
の
如
く
世
界
李
和
の
保
障
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
希
く
は
我
等
日
出
づ
る
國
の
螢
働
者
と
、
日
既

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
皿
）

　
に
出
で
た
る
國
の
勢
働
者
と
を
し
て
、
互
に
信
頼
敬
愛
協
力
一
致
、
以
て
永
遠
に
亙
り
て
李
和
の
擁
護
者
た
ら
し
め
よ
。
」

と
い
う
、
加
州
螢
働
同
盟
大
會
で
の
鈴
木
の
演
詮
は
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
へ
上
陸
し
て
以
後
の
彼
の
深
い
感
慨
と
反
省
の
上
に
お
い
て
な
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
世
界
の
勢
働
者
は
共
通
の
敵
を
有
し
、
ま
た
共
通
の
利
害
を
有
す
、
と
い
う
言
鱒
以
降
の
表
現
・
老
え
方
は
、
こ

れ
ま
で
螢
資
双
方
は
夫
婦
の
．
こ
と
く
、
相
協
力
す
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
論
い
て
き
た
と
こ
ろ
と
か
な
り
違
つ
て
い
る
。
こ
の
演
論
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

草
稿
を
書
く
に
あ
た
つ
て
、
明
治
三
十
四
年
の
肚
會
民
主
黛
創
立
の
一
人
で
あ
る
河
上
清
の
助
力
を
う
け
た
と
は
い
え
あ
ま
り
に
も
急
激
な
攣
化

で
あ
る
。

　
こ
の
攣
化
の
一
つ
の
原
因
に
は
、
自
由
な
る
外
國
に
あ
つ
て
、
は
じ
め
て
腹
藏
な
い
自
由
な
る
叢
言
を
な
し
え
た
の
だ
と
い
う
こ
と
も
一
鷹
は

考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
演
読
は
活
字
に
な
つ
て
『
螢
働
及
産
業
』
の
巻
頭
論
文
と
し
て
そ
の
ま
ま
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
こ

の
攣
化
は
彼
が
友
愛
會
を
代
表
し
て
渡
米
す
る
に
い
た
つ
た
國
内
の
勢
働
者
勢
力
の
盛
り
上
り
と
い
う
背
景
と
、
ま
た
實
際
に
螢
働
組
合
が
嚢
達

し
て
、
そ
の
組
織
力
を
十
二
分
に
稜
揮
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
の
現
實
に
ふ
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
自
分
の
な
し
つ
つ
あ
る
仕
事
に
た
い
し
て
得
た
自
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
3
）

と
い
う
二
つ
の
顯
が
主
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
と
に
後
者
か
ら
う
け
た
影
響
の
方
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

　
「
機
械
工
業
の
襲
達
と
共
に
、
工
業
主
と
螢
働
者
と
は
往
々
其
利
害
を
異
に
し
て
相
雫
ふ
に
至
る
。
然
も
元
來
資
本
と
螢
力
と
は
孚
閲
を
事
と

す
べ
き
も
の
に
非
ず
し
て
相
調
和
す
べ
き
も
の
た
り
。
世
の
不
祥
な
る
ス
ト
ラ
イ
キ
運
動
の
如
き
は
、
概
し
て
友
愛
會
の
採
ら
ざ
る
所
な
り
。
資

本
主
の
非
を
矯
し
勢
働
者
の
暴
を
戒
し
め
、
互
に
産
業
の
獲
達
と
螢
働
界
の
向
上
を
企
圖
し
て
努
力
し
つ
つ
あ
る
な
り
。
循
ち
友
愛
會
は
頑
瞑
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
M
）

る
傭
主
に
は
警
告
を
與
ふ
る
と
共
に
、
無
謀
な
る
螢
働
者
の
暴
動
を
排
斥
す
」
と
い
う
友
愛
會
の
事
業
の
一
つ
で
あ
る
「
螢
働
孚
議
の
調
停
」
の

記
事
は
鈴
木
の
さ
き
の
演
読
と
前
後
し
て
『
勢
働
及
産
業
』
に
掲
載
さ
れ
た
が
、
こ
の
友
愛
會
の
主
旨
と
鈴
木
の
攣
化
し
た
思
想
と
の
あ
い
だ
に

は
か
な
り
の
隙
間
が
生
じ
て
き
て
い
る
。
鈴
木
の
思
想
は
生
涯
、
穏
健
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
勢
資
協
調
の
立
場
を
と
つ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

　
　
　
鈴
木
丈
治
と
大
正
勢
働
運
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
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一
五
三
）



　
　
　
鈴
木
文
治
と
大
正
第
働
蓮
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
　
　
　
（
一
五
四
）

す
で
に
み
た
よ
う
に
時
と
と
も
に
多
少
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
生
じ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
鈴
木
は
具
髄
的
に
ア
メ
リ
カ
の
螢
働
組
合
の
い
か
な
る
と
こ
ろ
に
魅
せ
ら
れ
、
影
響
を
う
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
鈴
木
の
報
告
す
る

と
こ
ろ
に
し
た
が
つ
て
記
せ
ば
つ
ぎ
の
ご
と
く
な
る
。

　
ま
ず
螢
働
日
の
創
立
、
八
時
間
螢
働
の
實
行
、
幼
年
勢
働
者
の
使
用
禁
止
そ
の
他
多
く
の
螢
働
保
護
法
お
よ
び
勢
働
省
の
創
設
の
．
こ
と
き
は
み

な
A
・
F
・
L
の
活
動
の
た
ま
も
の
で
あ
る
と
鈴
木
は
感
じ
た
。

ま
た
現
螢
働
長
官
も
螢
働
組
合
の
出
身
で
あ
る
黙
、
お
よ
び
A
・
F
・
L
の
総
指
揮
を
し
て
い
る
サ
ミ
エ
ル
・
ゴ
ム
パ
ー
ス
（
留
e
器
一
〇
〇
弓

冨
β
一
。
。
8
山
。
圏
）
は
螢
働
者
あ
が
り
で
年
俸
五
萬
弗
と
い
わ
れ
、
ゴ
ム
パ
ー
ス
自
身
は
「
直
接
政
治
に
關
係
し
な
い
が
、
氏
の
幕
下
に
は
地
方
及

び
中
央
の
政
界
に
活
躍
し
て
居
る
者
少
く
は
な
い
。
何
し
ろ
民
本
共
和
の
此
自
由
國
に
あ
つ
て
、
二
百
萬
の
部
員
を
率
ゐ
、
そ
れ
が
普
通
選
畢
の

結
果
と
し
て
、
悉
く
投
票
椹
を
持
つ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
眞
に
天
下
無
敵
で
あ
る
。
聞
く
所
に
よ
れ
ば
、
ゴ
ム
パ
ー
ス
一
度
其
部
下
を
率
ゐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
註
1
5
）

て
其
議
場
の
傍
聴
席
に
出
づ
れ
ば
、
誰
一
人
と
し
て
殆
ん
ど
堂
々
と
反
鉗
し
得
る
者
が
な
い
と
い
ふ
」
と
い
う
黙
で
も
あ
つ
た
。

　
さ
ら
に
A
・
F
・
L
大
會
が
開
か
れ
る
や
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
知
事
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
長
そ
の
他
の
知
名
人
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
祀
鮮
を
の

べ
る
の
を
見
て
、
「
如
何
に
米
國
螢
働
者
の
地
位
が
尊
重
さ
れ
て
居
る
か
を
看
取
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
軍
に
杜
交
上
の
外
交
的
辮
令
な
り
と
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
6
）

笑
せ
ら
る
る
勿
れ
、
巧
言
令
色
も
亦
實
力
な
き
者
に
鋤
し
て
は
襲
せ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
」
と
い
う
ま
で
に
感
嘆
し
た
の
で
あ
る
。

　
彼
は
露
國
後
、
螢
働
者
に
階
級
的
自
畳
を
う
な
が
し
、
螢
働
者
の
團
結
を
と
い
た
。
も
ち
ろ
ん
階
級
的
自
畳
と
團
結
を
と
い
た
言
葉
の
な
か
に

は
個
人
の
人
格
の
修
養
と
い
う
黙
の
力
読
も
あ
い
か
わ
ら
ず
あ
つ
た
が
、
資
本
家
同
志
の
團
結
に
た
い
し
て
、
勢
働
者
は
一
つ
の
階
級
と
し
て
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
7
）

通
の
利
害
を
も
つ
て
い
る
と
し
て
螢
働
者
の
團
結
と
階
級
意
識
を
と
い
た
こ
と
は
か
つ
て
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
は
彼
は
も
は
や
安

易
な
勢
資
協
調
主
義
者
で
は
な
く
な
つ
た
。
こ
れ
ま
で
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
資
本
家
の
善
意
を
た
よ
り
螢
働
者
の
人
格
の
向
上
を
と
く
こ
と
に

專
心
す
る
勢
資
協
調
主
義
者
で
あ
つ
た
が
、
瞬
國
後
の
彼
は
、
勢
資
の
あ
い
だ
に
あ
ま
り
に
も
へ
だ
た
り
が
あ
つ
て
は
勢
資
協
調
は
お
ぼ
つ
か
な



い
と
力
読
す
る
。
そ
の
論
明
を
彼
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
す
る
。

　
す
な
わ
ち
世
間
で
は
資
本
と
螢
働
と
の
調
和
を
論
ず
る
者
が
す
く
な
く
な
い
。
こ
れ
は
歌
米
に
お
け
る
階
級
闘
箏
の
い
か
に
お
そ
る
べ
き
か
を

み
て
、
わ
が
國
の
勢
働
問
題
、
杜
會
問
題
を
解
決
す
る
に
あ
た
つ
て
、
こ
れ
を
階
級
闘
雫
の
手
段
に
よ
ら
ず
し
て
爾
者
の
和
合
に
よ
つ
て
解
決
せ

ん
と
す
る
の
精
神
に
い
で
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
調
和
と
は
何
で
あ
る
か
、
勢
資
の
關
係
は
夫
婦
の
關
係
に
た
と
え
ら
れ
る
が
、
釣
合
わ
ぬ

は
不
縁
の
基
と
か
、
破
れ
鍋
に
閉
じ
蓋
と
い
う
で
は
な
い
か
。
し
た
が
つ
て
勢
資
の
あ
い
だ
に
段
違
い
が
あ
つ
て
は
調
和
の
道
が
な
い
、
と
い
う

　
　
（
註
1
8
）

の
で
あ
る
。
こ
の
論
理
の
蓮
び
方
の
な
か
に
は
彼
が
か
つ
て
自
ら
聲
を
大
に
し
て
螢
資
の
調
和
を
と
い
た
本
人
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
は
少
し
も

う
か
が
え
な
い
。

　
以
上
み
て
き
た
よ
う
に
鈴
木
の
渡
米
は
、
鈴
木
自
身
に
こ
の
よ
う
な
思
想
上
の
攣
化
を
も
た
ら
し
た
が
、
友
愛
會
に
と
つ
て
は
鈴
木
等
が
渡
米

し
た
と
い
う
こ
と
は
ど
う
い
う
意
義
を
も
つ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
鈴
木
等
の
渡
米
前
の
こ
の
黙
に
つ
い
て
は
す
で
に
ふ
れ
て
お
い
た
。
こ
こ
で

は
渡
米
後
ま
た
は
蹄
國
後
の
状
況
を
み
よ
う
。

　
ま
ず
鈴
木
は
A
・
F
・
L
大
會
に
出
席
し
た
こ
と
に
つ
い
て
「
今
蝕
に
幼
程
弱
勢
の
友
愛
會
は
正
し
く
、
二
百
萬
の
大
團
鯉
た
る
米
國
螢
働
同

盟
と
、
封
等
の
關
係
に
於
て
握
手
す
る
こ
と
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
米
國
の
歴
史
に
於
て
も
最
初
で
あ
り
、
日
本
の
歴
史
に
於
て
も
第
一
の
出
來

事
で
あ
る
。
我
等
は
軍
に
日
本
の
螢
働
者
で
は
な
く
、
世
界
の
螢
働
者
で
あ
る
の
だ
。
此
事
實
を
想
ひ
來
る
時
に
諸
君
、
我
等
の
責
任
は
一
暦
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
書
1
9
〉

重
き
を
加
ふ
る
で
は
な
い
か
」
と
故
國
の
同
志
に
そ
の
意
義
を
つ
た
え
て
い
る
。

　
こ
の
鈴
木
の
聲
は
す
な
わ
ち
全
友
愛
會
の
聲
で
あ
つ
た
と
い
つ
て
よ
い
。
あ
る
者
は
、
鈴
木
ら
が
A
・
F
・
L
大
會
に
出
席
し
た
こ
と
は
、
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
⑳
）

が
國
勢
働
者
の
階
級
を
全
世
界
に
紹
介
し
た
こ
と
で
あ
つ
て
歴
史
上
特
筆
大
書
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
と
し
、
ま
た
他
の
者
は
鈴
木
の
渡
米
は
ず
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
飢
）

わ
ち
日
本
政
府
が
螢
働
團
髄
を
承
認
し
た
こ
と
で
あ
る
と
す
ら
断
言
し
た
。
要
す
る
に
鈴
木
の
渡
米
は
、
友
愛
會
全
會
員
に
希
望
を
も
た
せ
、
勇

氣
を
あ
た
え
た
こ
と
は
事
實
で
あ
る
。

　
　
　
鈴
木
丈
治
と
大
正
勢
働
蓮
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
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一
五
五
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鈴
木
丈
治
と
大
正
勢
働
運
動

三
八

（
一
五
六
）

（
註
1
）
　
ア
メ
リ
カ
人
の
目
本
人
勢
働
者
排
斥
に
た
い
す
る
日
本
の
國
民
感
情
に
つ
い
て
は
つ
ぎ
の
一
節
が
そ
の
こ
と
を
よ
く
示
し
て
い
よ
う
。
す
な
わ
ち
「
凡
そ

　
我
國
人
士
に
し
て
米
國
と
云
ふ
言
葉
を
口
に
す
る
時
、
米
國
と
云
ふ
丈
字
を
書
に
讃
む
の
時
、
鼓
に
必
ず
や
『
排
日
』
と
云
ふ
聞
く
も
忌
ま
は
し
い
言
葉
を
聯
想

　
し
な
い
者
は
な
い
で
あ
ら
う
。
然
り
米
國
は
實
に
排
日
の
本
家
本
元
で
あ
る
。
正
義
人
道
を
標
幟
し
、
且
つ
之
を
實
行
す
る
上
に
於
て
世
界
に
冠
た
り
と
稻
せ
ら

　
る
N
所
の
彼
れ
北
米
合
衆
國
は
、
何
が
故
に
東
洋
の
君
子
國
た
る
我
が
大
目
本
帝
國
人
民
の
入
國
を
阻
ま
ん
と
は
す
る
の
か
」
（
坂
本
正
雄
「
日
米
問
題
の
根
本

　
は
螢
働
問
題
」
『
螢
働
及
産
業
』
大
正
四
年
六
月
號
）
と
あ
る
。
ま
た
同
論
交
で
は
ア
メ
リ
カ
の
排
日
の
衝
撃
に
つ
い
て
　
「
明
治
三
十
八
年
十
月
、
我
國
の
上
下

　
は
恰
も
封
露
の
大
職
捷
に
誇
り
醇
へ
る
が
如
き
氣
分
に
漂
は
さ
れ
た
る
時
、
突
如
と
し
て
吾
人
の
心
頭
に
強
烈
な
る
爆
聲
を
轟
か
し
め
た
る
も
の
是
れ
ぞ
實
に
太

　
李
洋
の
彼
岸
サ
ン
フ
ラ
γ
シ
ス
コ
及
び
其
の
附
近
に
於
て
演
ぜ
ら
れ
た
る
排
日
の
第
一
聲
i
學
童
排
斥
間
題
の
夫
れ
で
あ
つ
た
」
（
全
丈
字
に
二
重
丸
が
つ
い

　
て
い
る
）
と
あ
る
。

（
註
2
）
　
シ
ド
・
［
ー
・
ギ
ュ
！
リ
ッ
ク
博
士
は
、
明
治
の
初
年
に
日
本
に
渡
來
し
た
組
合
派
の
宣
教
師
で
あ
つ
た
。
任
期
を
終
え
て
故
國
ア
メ
リ
カ
に
蹄
る
途
中
、

　
太
卒
洋
上
の
船
中
で
、
目
米
間
の
不
和
の
根
源
を
除
ぎ
、
そ
の
友
好
關
係
を
恢
復
す
る
こ
と
は
、
爾
の
大
な
る
使
命
で
あ
る
、
と
い
う
天
啓
を
感
じ
た
。
ギ
ュ
ー

　
リ
ッ
ク
博
士
は
、
排
目
問
題
の
深
因
は
米
國
勢
働
組
合
側
に
あ
る
こ
と
を
褒
見
し
、
加
州
勢
働
同
盟
會
主
事
パ
ウ
ル
・
シ
ャ
ー
レ
ン
ベ
ル
グ
、
米
國
螢
働
同
盟
會

　
長
サ
ミ
エ
ル
・
ゴ
ム
パ
ー
ス
と
接
鰯
し
、
日
本
の
勢
働
者
の
代
表
的
人
物
を
つ
れ
來
つ
て
、
米
國
勢
働
組
合
側
と
交
遊
せ
し
む
る
こ
と
の
多
少
の
敷
果
あ
る
べ
き

　
こ
と
を
確
信
す
る
に
い
た
つ
た
。
そ
こ
で
ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
博
士
は
大
正
四
年
二
月
、
當
時
の
シ
カ
ゴ
大
學
総
長
マ
シ
ウ
ス
博
士
と
と
も
に
、
キ
リ
ス
ト
教
會
聯
合

　
會
の
特
使
と
し
て
日
本
に
來
た
。
か
く
て
爾
博
士
は
、
右
の
考
え
を
の
べ
た
と
こ
ろ
、
澁
澤
等
の
同
感
す
る
と
こ
ろ
と
な
つ
た
　
（
『
勢
働
蓮
動
二
十
年
』
一
一
〇

　
ー
一
頁
そ
の
他
を
滲
照
）
。

（
註
3
・
4
）
　
前
掲
「
日
米
問
題
の
根
本
は
勢
働
問
題
」

（
註
5
）
　
緊
急
臨
時
協
議
會
の
欺
況
は
右
同
論
丈
に
く
わ
し
い
。

（
註
6
）
　
右
同
論
丈
。
な
お
『
勢
働
蓮
動
二
十
年
』
に
よ
る
と
鈴
木
の
渡
米
に
た
い
す
る
外
務
省
の
考
え
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
つ
た
。
す
な
わ
ち
「
日
米
關
係
の
解

　
決
の
た
め
に
外
務
省
は
決
し
て
君
等
の
や
う
な
勢
働
者
の
助
力
を
仰
が
う
と
は
思
は
な
い
、
併
し
聞
け
ぽ
君
は
中
々
熱
心
に
螢
働
者
の
世
話
を
し
て
居
る
さ
う

　
で
、
そ
の
鮎
誠
に
奇
特
と
思
つ
て
居
る
、
よ
つ
て
君
の
留
學
と
い
つ
た
や
う
な
意
味
で
、
君
の
渡
米
を
認
め
る
こ
と
に
し
よ
う
」
（
一
一
四
頁
）
と
い
う
の
で
あ

　
つ
た
。

（
註
7
）
　
前
娼
「
日
米
問
題
の
根
本
は
勢
働
問
題
」

（
註
8
）
　
「
吾
人
の
使
命
」
（
『
勢
働
及
産
業
』
大
正
四
年
七
月
號
）

（
註
9
）
　
「
渡
米
に
際
し
て
友
愛
會
々
員
諸
君
に
告
ぐ
」
（
『
勢
働
及
産
業
』
大
正
四
年
七
月
號
）



（
註
1
0
）
　
前
掲
『
勢
働
蓮
動
二
十
年
』
一
一
五
頁

（
註
1
1
・
1
2
ロ
）
　
「
加
州
勢
働
大
會
出
席
の
記
」
（
『
勢
働
及
産
業
』
大
正
四
年
十
二
月
號
）
。
　
な
お
第
十
六
圃
加
州
勢
働
同
盟
大
會
は
一
九
一
五
年
十
月
四
日
よ
り
サ

　
ン
タ
・
ロ
ー
ザ
で
開
か
れ
た
。

（
註
1
3
）
　
第
三
十
五
圃
の
A
・
F
・
L
大
會
（
一
九
一
五
年
十
一
月
八
目
よ
り
サ
ソ
フ
ラ
ソ
シ
ス
コ
に
て
開
か
れ
た
）
で
お
こ
な
つ
た
鈴
木
の
演
説
の
中
に
も
つ
ぎ

　
の
ご
と
き
言
葉
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
勢
働
者
は
實
に
共
通
の
敵
を
有
し
叉
共
同
の
利
害
を
有
す
。
我
等
は
飽
く
ま
で
も
人
種
、
宗
派
、
國
籍
の
問
題
を
超
越
し

　
て
、
共
同
の
目
的
の
爲
め
に
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
見
よ
、
近
世
に
於
け
る
費
本
主
義
の
偉
大
な
る
勢
力
を
（
○
く
Φ
暑
げ
Φ
】
目
冒
瞬
℃
o
≦
臼
）
彼
等
資
本
家
は

　
共
通
の
利
盆
の
爲
め
に
は
、
國
語
の
別
、
皮
膚
の
色
の
差
を
問
は
ず
し
て
、
握
手
し
協
力
し
奮
闘
す
。
我
等
勢
働
者
の
團
髄
も
亦
壼
彼
等
に
封
し
て
一
簿
を
輸
す

　
べ
け
ん
や
」
（
「
米
國
勢
働
大
會
出
席
の
記
」
『
勢
働
及
産
業
』
大
正
五
年
一
月
號
）
と
あ
る
。

（
註
1
4
）
　
「
友
愛
會
の
事
業
」
の
第
七
項
に
「
勢
働
孚
議
の
調
停
」
と
し
て
大
正
五
年
一
月
、
二
月
號
に
公
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事
も
三
月
か
ら
な
い
の
は
鈴

　
木
露
國
後
の
一
つ
の
影
響
だ
ろ
う
か
。

（
註
1
5
・
1
6
）
　
前
掲
「
米
國
勢
働
大
會
出
席
の
記
」

（
註
1
7
）
　
前
揚
に
お
い
て
一
部
分
引
用
し
た
（
「
鈴
木
丈
治
と
大
正
螢
働
蓮
動
（
上
）
」
本
誌
第
三
二
巻
第
丁
號
六
七
頁
）
が
、
あ
ら
た
め
て
左
に
主
要
な
る
黙
を
全

　
丈
掲
げ
る
。

　
「
今
日
は
資
本
主
義
の
時
代
で
あ
る
と
思
ふ
、
大
資
本
を
有
す
る
者
が
事
業
上
の
勝
利
を
占
め
る
時
代
で
あ
る
、
然
も
大
餐
本
と
誰
も
元
は
小
な
る
贅
本
の
集
合

　
し
た
も
の
で
あ
る
、
職
雫
を
す
る
に
も
今
日
は
團
艦
と
團
腔
の
職
で
あ
つ
て
昔
の
如
く
一
騎
打
の
時
代
で
は
な
い
。
さ
れ
ば
吾
等
勢
働
者
も
鼓
に
多
数
團
結
し
て

　
其
共
通
の
利
盆
幸
福
を
檜
進
せ
ん
と
す
る
こ
と
が
、
今
日
の
時
勢
に
最
も
相
慮
し
た
や
り
方
で
あ
る
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
此
團
結
の
勢
力
を
巧
に

　
利
用
す
る
な
ら
ば
、
今
目
の
勢
働
者
の
境
遇
が
必
ず
改
善
せ
ら
る
可
き
で
あ
る
。
勢
働
者
の
自
畳
と
は
外
で
は
な
い
の
で
あ
つ
て
第
一
に
先
づ
個
人
と
し
て
の
自

　
毘
で
あ
る
。
更
に
第
二
に
は
階
級
と
し
て
の
自
畳
を
持
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
勢
働
者
は
一
の
階
級
と
し
て
共
通
の
利
害
を
有
っ
て
居
る
。
此
共
通
の
利
盆
幸
福
を
全

　
う
す
る
こ
と
を
考
へ
な
い
で
は
、
實
は
個
人
と
し
て
の
利
盆
幸
福
を
も
全
う
す
る
こ
と
が
出
來
ね
の
で
あ
る
。
軍
に
個
人
と
し
て
の
利
盆
丈
け
を
全
う
せ
ん
と
す

　
る
こ
と
は
、
一
時
目
前
の
利
盆
は
得
ら
れ
よ
う
け
れ
ど
も
、
團
艦
の
後
援
が
な
い
か
ら
結
局
は
身
の
破
滅
を
招
く
の
外
は
な
い
。
此
故
に
我
等
は
團
結
の
必
要
を

　
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
凡
そ
劣
働
者
の
蓮
動
の
成
立
す
る
に
は
二
つ
の
要
素
が
あ
る
。
一
つ
は
勢
働
蓮
動
を
起
す
こ
と
を
必
要
と
す
る
勢
働
者
の
悲
惨
な
る
欺
懲

　
で
、
今
一
つ
は
此
状
態
に
満
足
せ
ず
之
を
改
善
せ
ん
と
す
る
螢
働
者
自
身
の
自
畳
で
あ
る
。
假
令
螢
働
運
動
を
必
要
と
す
る
状
態
が
あ
る
に
し
て
も
勢
働
者
自
身

　
の
自
畳
な
き
時
に
は
勢
働
蓮
動
は
成
立
す
る
も
の
で
は
な
い
。
日
本
今
目
の
勢
働
者
の
生
活
献
態
は
甚
だ
み
じ
め
な
も
の
で
あ
つ
て
、
到
底
之
を
先
進
國
の
螢
働

　
者
の
欺
態
と
比
較
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
一
面
勢
働
者
自
身
の
自
畳
が
極
め
て
低
い
程
度
に
あ
る
が
故
に
、
此
問
題
を
解
決
す
る
と
云
ふ

鈴
木
丈
治
と
大
正
勢
働
運
動

三
九

（
一
五
七
）



　
　
　
鈴
木
文
治
と
大
正
勢
働
蓮
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
　
　
　
（
一
五
八
）

　
こ
と
は
前
途
頗
る
遼
遠
な
り
と
感
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
勢
働
問
題
は
勢
働
者
自
身
の
問
題
で
あ
る
、
之
を
解
決
す
る
に
は
勢
働
者
自
身
之
に
當
る
べ
き
で
あ
る
。
自
分
自
身
を
頼
み
と
し
て
個
人
と
し
て
の
修
養
を
怠

　
ら
ざ
る
と
共
に
團
盟
と
し
て
の
實
力
を
貯
へ
る
と
云
ふ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
（
「
勢
働
者
自
畳
論
」
『
勢
働
及
産
業
』
大
正
五
年
四
月
號
）

（
註
1
8
）
　
「
賓
本
家
自
畳
論
」
（
『
勢
働
及
産
業
』
大
正
五
年
五
月
號
）

（
註
1
9
）
　
前
掲
「
米
國
勢
働
大
會
出
席
の
記
」

（
註
2
0
）
　
相
原
一
郎
介
（
交
部
省
宗
教
局
囑
託
・
友
愛
會
講
師
）
「
自
助
の
精
神
」
（
『
勢
働
及
産
業
』
大
正
五
年
一
月
號
）

（
註
2
1
）
　
添
田
壽
一
（
友
愛
會
顧
問
）
は
「
鈴
木
君
在
つ
て
初
め
て
日
本
の
勢
働
者
團
髄
と
云
ふ
も
の
を
日
本
政
府
が
認
む
る
に
至
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
今
ま
で

　
は
此
勢
働
團
盟
と
云
ふ
も
の
は
政
府
の
眼
中
に
非
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
寧
ろ
政
府
は
好
ま
な
か
つ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ぬ
が
故
に
、
海
外
に
代
表
者
を
出
さ
し
む
と

　
云
ふ
が
如
き
は
思
ひ
も
依
ら
ざ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
然
る
に
幸
な
る
か
な
、
本
會
が
鈴
木
會
長
を
海
外
に
逞
る
と
云
ふ
時
期
に
到
來
し
た
る
に
依
っ
て
、
日
本

　
政
府
は
明
か
に
勢
働
者
團
豊
を
認
む
る
に
至
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
斯
く
ま
で
に
政
府
が
認
定
を
與
へ
ら
れ
た
と
云
ふ
こ
と
は
、
私
は
日
本
の
勢
働
歴
史
の
上
に

　
於
て
特
筆
大
書
す
べ
き
事
柄
で
あ
る
と
信
ず
る
の
で
あ
り
ま
す
」
（
「
斯
蓮
動
を
し
て
意
義
あ
ら
し
め
よ
」
『
勢
働
及
産
業
』
大
正
五
年
三
月
號
）
と
い
つ
て
い
る
。

四

　
鈴
木
の
渡
米
は
、
友
愛
會
が
飛
躍
し
獲
展
す
る
一
つ
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
つ
た
。
そ
れ
は
會
員
の
志
氣
を
も
り
あ
げ
る
結
果
に
も
な
り
、
ま
た
禽

を
整
備
し
、
禽
の
活
動
を
活
濃
化
す
る
に
役
立
つ
た
。

　
鈴
木
は
瞬
國
後
、
友
愛
會
の
本
部
機
構
の
改
革
を
考
案
中
で
あ
つ
た
が
、
大
正
五
年
五
月
に
そ
の
改
革
を
断
行
し
た
。
ま
ず
総
務
部
、
會
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
）

部
、
出
版
部
、
法
律
部
、
教
育
部
を
設
け
、
総
務
部
の
下
に
庶
務
、
外
務
、
椹
務
の
三
課
が
お
か
れ
た
。
ま
た
六
月
に
は
婦
人
部
を
設
け
、
八
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
2
）

よ
り
そ
の
機
關
紙
『
友
愛
婦
人
』
を
獲
行
し
た
。

　
一
方
、
日
米
問
題
の
紛
糾
は
、
ふ
た
た
び
鈴
木
を
し
て
渡
米
せ
し
め
、
九
月
横
濱
を
出
獲
、
加
州
勢
働
同
盟
大
會
、
A
・
F
．
L
大
會
、
國
際

海
員
同
盟
大
會
に
出
席
し
て
大
正
六
年
｝
月
館
國
し
た
。



　
大
正
五
年
一
月
露
國
し
て
か
ら
ふ
た
た
だ
渡
米
す
る
ま
で
の
八
ヵ
月
間
に
鈴
木
は
ス
ト
ラ
イ
キ
の
調
停
を
す
る
こ
と
六
同
、
大
小
の
集
會
で
演

読
す
る
こ
と
百
同
を
こ
え
、
東
奔
西
走
の
族
行
行
程
は
六
干
哩
を
こ
え
た
。
ま
た
こ
の
間
に
友
愛
會
會
員
約
七
千
、
支
部
約
二
十
四
、
五
で
あ
つ

た
も
の
が
、
そ
れ
ぞ
れ
二
萬
五
千
お
よ
び
七
十
に
達
し
、
こ
の
ま
ま
成
長
し
て
い
け
ば
大
正
六
年
末
ま
で
に
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
螢
働
組
合
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
3
）

團
鵤
と
そ
の
組
合
員
数
に
相
匹
敵
す
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
て
い
た
。

　
會
勢
は
常
磐
お
よ
び
關
西
方
面
に
震
展
し
た
。
常
磐
地
方
に
は
常
磐
聯
合
會
が
組
織
さ
れ
本
部
員
加
藤
滋
が
主
務
と
し
て
赴
任
し
た
。
關
西
地

方
に
始
め
て
友
愛
禽
が
芽
を
伸
ば
し
た
の
は
大
正
四
年
で
あ
る
が
、
大
正
五
年
春
に
は
松
岡
駒
吉
が
大
阪
聯
合
會
の
主
務
と
し
て
特
派
さ
れ
て
き

た
。
そ
の
後
大
正
六
年
秋
以
降
は
ア
メ
リ
カ
遊
學
を
お
え
た
賀
川
豊
彦
に
よ
つ
て
積
極
的
に
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
つ
た
。
こ
の
間
に
九
州
地
方

も
開
拓
さ
れ
、
ま
た
横
濱
地
方
で
は
横
濱
聯
合
會
を
作
り
主
務
に
板
倉
定
四
郎
が
赴
任
し
た
。
か
く
て
大
正
六
年
一
月
鈴
木
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
齢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
4
）

國
し
た
頃
は
會
員
敷
は
三
萬
を
突
破
し
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
で
大
正
元
年
か
ら
大
正
四
年
に
い
た
る
ま
で
は
、
螢
働
組
合
運
動
と
し
て
は
友
愛
會
以
外
に
み
る
べ
き
も
の
が
な
か
つ
た
が
、
大
正
五

年
頃
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
る
影
響
は
顯
著
と
な
り
、
物
憤
の
騰
貴
、
螢
働
不
安
そ
し
て
急
進
思
想
の
流
入
に
つ
れ
て
、
活
版
工
組
合
信
友

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
5
）

會
、
職
工
組
合
期
成
同
志
會
な
ど
の
活
動
も
あ
ら
わ
れ
て
き
た
。

　
信
友
會
は
明
治
四
十
年
の
春
、
激
文
植
字
工
組
合
と
し
て
組
織
さ
れ
た
臥
友
禽
の
後
身
で
あ
る
。
明
治
四
十
四
年
十
月
の
築
地
活
版
所
の
ス
ト

ラ
イ
キ
に
際
し
、
欧
友
會
は
死
力
を
つ
く
し
て
た
た
か
い
敗
北
し
た
が
、
そ
の
後
も
と
に
か
く
運
動
を
つ
づ
け
て
き
た
。
し
か
し
大
正
三
年
臥
洲

大
職
の
勃
獲
と
な
つ
て
、
横
濱
に
お
け
る
外
字
新
聞
の
腰
刊
、
在
留
外
人
の
蹄
國
と
商
店
閉
鎮
、
敏
文
印
刷
の
閑
散
等
の
た
め
敏
友
會
は
ふ
る
わ

ず
、
大
正
四
年
十
月
の
第
九
同
大
會
は
機
關
紙
『
臥
友
』
の
叢
行
停
止
、
會
務
の
執
行
途
絶
を
蝕
儀
な
く
せ
し
め
た
。
し
か
る
に
大
正
五
年
六
月

一
日
か
ら
工
場
法
施
行
せ
ら
れ
ん
と
す
る
や
、
工
場
主
の
な
か
に
は
こ
れ
を
逆
用
し
て
多
年
勤
績
し
た
病
職
工
を
猷
首
す
る
も
の
が
あ
つ
た
の

で
、
そ
れ
に
憤
激
し
た
印
刷
工
有
志
は
激
友
會
復
活
を
企
て
、
同
年
十
月
敏
友
會
最
後
の
大
禽
を
開
い
た
。
参
會
者
五
十
蝕
名
、
古
い
歓
友
會
は

　
　
　
鈴
木
丈
治
と
大
正
勢
働
運
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
　
　
　
（
一
五
九
）
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木
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治
と
大
正
勢
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四
二
　
　
　
（
一
六
〇
）

解
散
し
て
、
た
だ
ち
に
欧
文
工
組
合
信
友
會
の
創
立
を
決
議
し
た
の
で
あ
る
。
つ
い
で
熱
心
な
る
宣
傳
に
よ
り
、
翌
六
年
二
月
ま
で
に
は
在
京
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
6
）

猷
文
職
工
の
大
牛
は
こ
れ
に
加
入
し
、
四
月
に
は
正
式
に
獲
會
式
を
あ
げ
た
。

　
大
正
五
年
九
月
一
日
、
西
尾
末
廣
等
四
人
が
大
阪
中
ノ
島
公
園
の
ベ
ン
チ
で
落
合
つ
て
獲
禽
式
を
あ
げ
た
職
工
組
合
期
成
同
志
會
は
、
イ
ソ
テ

リ
の
く
わ
わ
ら
な
い
勢
働
者
の
み
の
組
合
で
あ
る
こ
と
を
も
つ
て
特
長
と
し
、
螢
働
孚
議
の
調
停
、
法
律
相
談
、
消
費
組
合
、
署
療
、
貯
金
、
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
7
）

濟
等
の
事
業
を
お
こ
な
つ
た
。
綱
領
に
は
職
工
相
互
の
地
位
の
向
上
を
は
か
り
、
富
國
強
兵
の
基
を
き
ず
く
こ
と
、
職
工
は
自
治
精
紳
を
や
し
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
8
）

い
、
常
識
の
洒
養
技
術
の
進
歩
を
は
か
ら
ん
こ
と
を
期
す
と
い
う
穏
健
な
主
張
を
か
か
げ
て
い
た
。

　
こ
の
職
工
組
合
期
成
同
志
會
に
つ
い
て
野
坂
鐵
（
参
三
）
は
當
時
、
友
愛
禽
本
部
に
あ
つ
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
批
到
を
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
是

等
の
主
旨
と
い
ひ
、
其
の
表
面
上
に
於
て
は
、
友
愛
會
の
と
大
し
た
差
は
な
い
。
如
何
な
る
動
機
に
よ
つ
て
此
の
企
て
が
さ
れ
た
か
夫
れ
は
知
ら

な
い
が
、
兎
に
角
吾
々
職
工
の
間
に
斯
の
や
う
な
組
合
が
一
つ
で
も
多
く
出
來
る
の
は
大
い
に
喜
ぶ
べ
き
事
で
あ
る
。
吾
々
は
此
の
組
合
に
封
し

て
大
な
る
震
展
を
希
望
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
た
父
鼓
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
諸
外
國
で
今
迄
多
く
の
實
例
が
あ
つ
た
や
う
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
9
）

職
工
の
組
合
同
士
で
其
の
勢
力
雫
ひ
を
し
た
り
喧
嘩
を
し
た
り
し
て
、
同
胞
相
食
の
滲
状
を
繰
返
さ
な
い
や
う
に
し
て
も
ら
ひ
た
い
事
で
あ
る
」

と
。
　
同
志
會
は
友
愛
會
と
そ
の
表
面
上
は
た
い
し
て
か
わ
つ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
野
坂
の
意
見
で
あ
つ
た
が
、
こ
れ
は
ま
た
同
時
に
友
愛
會
幹
部

共
通
の
見
方
で
あ
つ
た
ろ
5
。
し
か
し
な
が
ら
同
志
會
に
い
わ
せ
れ
ば
こ
の
雨
者
の
あ
い
だ
に
は
根
本
的
な
相
違
が
あ
つ
た
。
そ
れ
は
同
志
會
は

螢
働
者
の
み
の
組
合
で
あ
る
と
い
う
黙
で
あ
つ
た
。

　
こ
の
會
の
創
立
者
の
一
人
で
あ
る
西
尾
氏
が
螢
働
問
題
に
眼
を
ひ
ら
い
た
契
機
は
『
螢
働
及
産
業
』
を
は
じ
め
て
よ
ん
だ
と
き
で
あ
つ
た
。
そ

こ
に
は
、
勢
働
者
が
い
く
ら
働
い
て
も
生
活
が
改
善
さ
れ
な
い
こ
と
、
そ
れ
は
資
本
家
の
搾
取
の
た
め
で
あ
る
こ
と
、
螢
働
者
は
團
結
の
カ
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
0
）

つ
て
自
ら
を
守
り
、
そ
の
地
位
の
改
善
を
は
か
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
書
か
れ
て
あ
つ
た
。
氏
は
こ
れ
を
讃
ん
で
た
だ
ち
に
友
愛
會
に
入
會
し
た
。



　
し
か
し
な
が
ら
氏
は
螢
働
組
合
は
勢
働
者
自
身
の
組
合
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
考
え
た
。
し
か
る
に
友
愛
會
は
勢
働
者
で
も
な
い
も
の
を
會
長

に
し
て
指
圖
さ
れ
て
い
る
、
工
場
で
は
工
場
長
を
支
部
長
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
ま
た
勢
働
組
合
は
螢
働
條
件
の
維
持
改
善
の
た
め
に
折

衝
す
る
の
が
目
的
で
あ
る
は
ず
な
の
に
友
愛
會
が
や
つ
て
い
る
こ
と
は
親
睦
會
の
よ
う
な
も
の
で
あ
つ
た
。
こ
う
い
う
友
愛
會
に
あ
き
た
ら
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
1
）

西
尾
氏
は
こ
こ
か
ら
は
な
れ
て
い
つ
た
。

　
西
尾
氏
を
は
じ
め
と
し
て
同
志
會
の
創
立
者
た
ち
が
友
愛
會
に
参
加
し
な
か
つ
た
り
、
ま
た
い
つ
た
ん
は
参
加
し
て
も
や
が
て
は
な
れ
て
同
志

會
の
結
成
に
か
か
つ
た
の
は
、
友
愛
會
が
鈴
木
文
治
と
い
う
イ
ン
テ
リ
に
よ
つ
て
指
圖
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
第
一
の
不
満
で
あ
り
、
第
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
2
）

に
は
勢
働
組
合
の
本
部
は
経
濟
都
市
た
る
大
阪
に
お
く
べ
き
だ
と
い
う
老
え
に
も
と
づ
い
て
い
た
と
も
い
う
。

　
そ
こ
で
知
識
階
級
の
加
わ
ら
な
い
純
螢
働
者
だ
け
の
職
工
組
合
期
成
同
志
會
が
結
成
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
機
關
誌
『
工
場
生
活
』
を
嚢
行

し
、
創
立
五
ヵ
月
に
し
て
會
員
は
千
名
を
こ
え
た
。
大
阪
に
お
い
て
は
友
愛
會
と
職
工
組
合
期
成
同
志
會
と
が
並
行
し
て
襲
展
し
て
い
く
わ
け
で

あ
る
が
、
大
正
六
年
末
、
同
志
禽
は
解
散
さ
せ
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
坂
本
孝
三
郎
・
堂
前
孫
三
郎
ら
は
た
だ
ち
に
螢
働
問
題
研
究
會
を
つ
く

り
、
こ
れ
が
大
正
八
年
五
月
に
大
阪
鐵
工
組
合
へ
と
稜
展
し
て
い
つ
た
。

　
鈴
木
が
ア
メ
リ
カ
に
渡
米
し
た
前
後
の
國
内
の
螢
働
運
動
の
朕
態
は
こ
の
程
度
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
に
は
大
逆
事
件
後
堅
迫
さ
れ
て
い
た
杜

會
主
義
の
思
想
蓮
動
が
よ
う
や
く
復
活
し
だ
し
た
。
大
正
元
年
九
月
の
『
近
代
思
想
』
は
、
大
正
三
年
十
月
か
ら
月
刊
『
李
民
新
聞
』
と
な
つ
た

が
、
こ
れ
は
蓮
績
震
費
禁
止
で
六
號
を
も
つ
て
塵
刊
し
た
。
大
正
四
年
十
月
か
ら
『
近
代
思
想
』
を
再
刊
し
た
が
、
こ
れ
も
蓮
績
襲
禁
で
四
號
を

も
つ
て
た
お
れ
た
。
費
文
肚
か
ら
大
正
三
年
一
月
に
『
へ
ち
ま
の
花
』
が
出
さ
れ
、
や
が
て
こ
れ
が
『
新
杜
會
』
と
改
題
さ
れ
た
の
は
大
正
四
年

九
月
で
あ
つ
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
こ
ろ
の
肚
會
主
義
者
は
明
治
以
來
の
思
想
運
動
に
は
し
り
、
大
衆
の
組
織
化
と
い
う
こ
と
は
と
り
あ
げ
な

か
つ
た
。
こ
の
期
の
肚
會
主
義
の
思
想
運
動
は
明
治
以
來
の
肚
會
主
義
者
の
あ
い
だ
だ
け
の
も
の
で
し
か
な
か
つ
た
。

　
こ
れ
に
た
い
し
て
、
大
正
五
年
一
月
の
『
中
央
公
論
』
に
震
表
し
た
吉
野
作
造
の
、
民
衆
を
尊
重
し
、
政
黛
内
閣
・
衆
議
院
に
重
黙
を
お
い
た

　
　
　
鈴
木
丈
治
と
大
正
勢
働
蓮
動
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一
）
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木
文
治
と
大
正
勢
働
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動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
　
　
　
（
一
六
二
）

議
會
政
治
を
と
い
た
一
論
文
は
い
わ
ゆ
る
民
本
主
義
と
い
う
一
時
代
思
潮
を
つ
く
る
契
機
と
な
つ
た
。
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
は
す
す
ん
で
民
本
主

義
の
啓
蒙
に
乗
り
だ
し
、
ま
た
大
正
五
年
以
降
同
紙
に
蓮
載
さ
れ
た
河
上
肇
の
「
貧
乏
物
語
」
「
肚
會
間
題
管
見
」
は
廣
範
な
讃
者
を
と
ら
え
て

い
つ
た
。

　
肚
會
主
義
の
復
活
に
せ
よ
、
民
本
主
義
の
擾
頭
に
せ
よ
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
と
も
な
う
世
界
的
な
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
上
げ
潮
に
樟
さ
し
た
も

の
で
あ
つ
た
が
、
こ
う
し
た
新
し
い
状
況
の
も
と
で
よ
う
や
く
螢
働
者
の
動
き
が
よ
り
廣
範
な
「
螢
働
蓮
動
」
の
か
た
ち
で
ひ
ろ
が
つ
て
い
く
わ

け
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
こ
れ
か
ら
は
友
愛
會
の
性
格
と
活
動
の
上
に
も
い
く
た
の
攣
化
・
攣
容
が
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
（
未
完
）

　
（
註
1
）
　
「
本
部
事
務
分
掌
の
改
正
」
（
『
勢
働
及
産
業
』
大
正
五
年
六
月
號
）

　
（
註
2
）
　
鈴
木
丈
治
「
明
治
大
正
勢
働
蓮
動
史
」
（
『
明
治
大
正
史
』
第
三
巻
所
牧
、
昭
和
四
年
、
實
業
之
世
界
杜
）
三
七
八
頁

　
（
註
3
）
　
「
勢
働
大
會
出
席
の
記
」
（
『
螢
働
及
産
業
』
大
正
六
年
一
月
號
）

　
（
註
4
）
　
大
正
五
年
二
月
現
在
の
友
愛
會
會
員
分
布
表
を
示
せ
ば
左
ガ
通
り
で
あ
る
。
但
し
二
＋
名
以
下
の
と
こ
ろ
は
略
す
（
『
勢
働
及
産
業
』
大
正
五
年
六
月
號

　
　
に
よ
る
）
。

　　一一二四　　、　　、　　、　　、

三六〇五三二會
九五六三五七員
五〇〇六三五数

府
縣
別

東
京
府

神
奈
川
縣

兵
庫
縣

幅
島
縣

大
阪
府

京
都
府

會
員
数

三
〇
一

一
〇
〇

　
八
○

　
八
〇

　
四
六

　
四
〇

府
縣
別

満
　
洲

廣
島
縣

長
崎
縣

山
形
縣

撫
　
順

岩
手
縣

會
員
数

　
三
七

　
三
七

　
三
〇

　
二
九

　
二
八

府
縣
別

茨
城
縣

栃
木
縣

山
口
縣

熊
本
縣

群
馬
縣

（
註
5
）
　
前
掲
「
明
治
大
正
勢
働
蓮
動
史
」
三
七
八
頁
お
よ
び
『
最
近
の
杜
會
運
動
』
（
協
調
會
、
昭
和
四
年
十
二
月
）
二
〇
〇
頁

（
註
6
）
　
欧
友
會
に
關
し
て
は
淺
野
研
眞
『
日
本
勢
働
運
動
小
史
』
（
進
め
杜
、
大
正
十
五
年
八
月
、
六
六
－
七
頁
）
、
前
掲
『
勢
働
年
鑑
』
（
二
四
七
ー
八
頁
）
お

　
よ
び
前
掲
『
最
近
の
融
會
運
動
』
（
二
〇
〇
頁
）
等
を
参
考
に
し
た
。

（
註
7
）
　
西
尾
末
廣
『
大
衆
と
共
に
ー
私
の
牛
生
の
記
録
ー
』
（
世
界
肚
、
昭
和
二
＋
六
年
十
月
）
四
〇
頁
。
職
工
組
合
期
成
同
志
會
の
結
成
目
は
書
物
に
よ
り



　
異
る
が
、
こ
こ
で
は
『
大
衆
と
共
に
』
に
し
た
が
つ
た
。
前
掲
『
最
近
の
社
會
蓮
動
』
（
二
〇
一
頁
）
、
赤
松
克
麿
『
日
本
祉
會
運
動
史
』
（
一
四
八
頁
）
、
前
揚

　
「
明
治
大
正
勢
働
蓮
動
史
」
（
三
七
八
頁
）
、
『
大
阪
地
方
勢
働
運
動
史
年
表
』
（
大
阪
地
方
勢
働
運
動
史
年
表
編
纂
會
、
昭
和
三
十
二
年
九
月
、
六
四
頁
）
お
よ
び

　
『
目
本
勢
働
運
動
史
・
杜
會
運
動
史
年
表
』
（
年
表
編
纂
委
員
會
編
、
青
木
書
店
、
一
九
五
六
年
九
月
、
七
八
頁
）
で
は
大
正
五
年
五
月
に
な
っ
て
お
り
、
前
掲

　
『
日
本
勢
働
蓮
動
小
史
』
（
六
七
頁
）
で
は
八
月
二
十
六
目
に
な
つ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
『
勢
働
及
産
業
』
大
正
六
年
三
月
號
の
野
坂
鐵
の
論
丈
「
騒
が
し

　
い
歳
の
明
け
（
目
本
の
螢
働
界
）
」
に
は
「
昨
年
の
九
月
頃
か
ら
大
阪
に
、
重
に
職
工
か
ら
成
る
職
工
組
合
期
成
會
と
云
ふ
も
の
が
組
織
さ
れ
　
（
友
愛
會
と
は
何

　
等
關
係
は
な
い
）
大
阪
の
新
聞
は
之
に
封
し
て
色
々
評
剣
を
立
て
て
い
る
」
と
あ
る
。

（
註
8
）
　
職
工
組
合
期
成
同
志
會
の
綱
領
は
次
の
通
り
で
あ
る
（
前
掲
『
最
近
の
肚
會
運
動
』
二
〇
一
頁
）
。

　
　
一
、
我
等
職
工
は
相
互
の
地
位
の
向
上
を
圖
ら
ん
が
爲
め
堅
實
な
職
工
組
合
を
組
織
せ
ん
こ
と
を
期
す
。

　
　
一
、
我
等
職
工
は
富
國
彊
兵
の
基
を
築
か
ん
が
爲
め
理
想
的
職
工
組
合
を
組
織
し
て
勢
働
問
題
の
解
決
を
圖
ら
ん
こ
と
を
望
む
。

　
　
一
、
我
等
職
工
は
自
治
的
精
神
の
修
養
、
常
識
の
油
養
及
技
術
の
進
歩
を
圖
ら
ん
こ
と
を
期
す
。

（
註
9
）
　
前
掲
「
騒
が
し
い
歳
の
明
け
」
。
な
お
こ
れ
に
ひ
ぎ
つ
づ
い
て
野
坂
は
「
猫
ほ
、
此
の
會
は
政
治
の
方
面
に
も
手
を
出
し
、
之
に
よ
つ
て
勢
働
者
の
利
盆

　
を
層
さ
む
と
企
て
、
納
税
貯
金
と
云
ふ
も
の
を
設
け
る
さ
う
で
あ
る
。
帥
ち
職
工
の
中
か
ら
市
會
議
員
や
府
會
議
員
を
選
出
し
、
進
ん
で
は
代
議
士
を
出
す
爲
め

　
に
、
職
工
の
内
に
は
完
全
に
税
金
を
納
め
て
い
れ
ば
公
民
椹
を
有
つ
事
が
出
來
る
者
が
澤
山
居
る
の
で
、
是
等
の
職
工
か
ら
毎
月
若
干
の
會
費
を
積
立
て
x
置
い

　
て
毎
納
税
期
に
は
此
の
會
か
ら
納
粉
の
勢
を
執
ら
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
然
し
乍
ら
、
此
の
企
て
は
果
し
て
現
在
の
日
本
の
職
工
と
代
議
政
治
の
有
檬
を
深
く
翻
察
し
、
且
つ
職
工
組
合
の
本
質
を
考
慮
し
て
行
は
れ
た
も
の
で
あ
ら
う

　
か
。
今
の
政
治
状
態
に
於
て
職
エ
果
し
て
何
れ
程
の
活
動
を
す
る
事
が
出
來
る
の
か
。
吾
々
職
工
が
今
日
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
は
、
議
員
を
出
す
爲
め
に
貯

　
金
を
す
る
の
で
は
な
く
て
、
組
合
の
基
礎
を
蟄
固
に
す
る
爲
め
の
準
備
を
す
る
事
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
　
議
會
が
、
議
事
堂
が
、
一
般
國
民
の
利
害
と
ピ
ッ
タ
リ
し
た
交
渉
の
な
い
而
も
工
場
主
の
選
ん
だ
政
治
屋
に
よ
つ
て
、
ワ
イ
く
賑
は
さ
れ
て
居
る
時
に
、
螢

　
働
者
が
其
の
渦
中
に
捲
ぎ
込
ま
れ
て
ゆ
く
事
は
、
勢
働
者
改
善
の
蓮
動
に
大
き
な
妨
碍
を
な
す
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
い
ま
日
本
の
勢
働
者
が
進
む
べ
き
道
は

　
政
治
で
は
な
く
て
、
経
濟
的
精
紳
的
方
面
の
一
路
で
は
あ
る
ま
い
か
一
と
論
じ
て
い
る
。
職
工
組
合
期
成
同
志
會
の
動
勢
は
も
と
よ
り
、
野
坂
の
個
人
的
な
意
見

　
も
あ
ろ
う
が
、
友
愛
會
の
考
え
お
よ
び
同
志
會
に
た
い
す
る
友
愛
會
の
幹
部
の
不
満
も
こ
こ
に
う
か
が
え
よ
う
。

（
註
1
0
）
　
前
掲
『
大
衆
と
共
に
』
三
四
頁

（
註
11
）
　
右
同
書
三
五
頁

（
註
1
2
）
　
右
同
書
三
七
頁

鈴
木
丈
治
と
大
正
勢
働
運
動

四
五

（
一
山
ハ
一
二
）


